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各発行者記号は次のとおりである。 
 

記号 発行者名 発行者略称  記号 発行者名 発行者略称 

Ａ 東京書籍株式会社 東 書  Ｌ 株式会社新興出版社啓林館 啓林館 

Ｂ 大日本図書株式会社 大日本  Ｍ 株式会社山川出版社 山 川 

Ｃ 教育図書株式会社 教 図  Ｎ 数研出版株式会社 数 研 

Ｄ 開隆堂出版株式会社 開隆堂  Ｏ 日本文教出版株式会社 日 文 

Ｅ 学校図書株式会社 学 図  Ｐ 株式会社Gakken 学 研 

Ｆ 株式会社三省堂 三省堂  Ｑ 株式会社自由社 自由社 

Ｇ 教育出版株式会社 教 出  Ｒ 株式会社育鵬社 育鵬社 

Ｈ 株式会社教育芸術社 教 芸  Ｓ 廣済堂あかつき株式会社 廣あかつき 

Ｉ 光村図書出版株式会社 光 村  Ｔ 日本教科書株式会社 日 科 

Ｊ 株式会社帝国書院 帝 国  Ｕ 令和書籍株式会社 令 書 

Ｋ 株式会社大修館書店 大修館     



選  定  に  必  要  な  資  料 
国 語 No．１  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ａ 

○巻頭で、1年間で学ぶ

事柄を観点別・学習内容

別に整理し、見通しを持

ちやすくしている。 

○領域別にページを色

分けし、視覚的に見やす

く整理されている。 

○文章下部に、ドットを

付記し、行番号を数えや

すくしている。 

〇QRコンテンツを増や

したことで総ページ数

を削減し、コンパクトで

扱いやすい。 

〇「未来について考える

9つのテーマ」が設けら

れていいて、未来につい

て様々な視点から考え

られる工夫がされてい

る。 

〇「資料編」では学びを

深めることのできる資

料が掲載されている。 

〇「読む」領域ではてびきで

学習の流れを段階的に詳し

く解説してあり、学習の進め

方や方法が分かりやすい。 

○「書く」領域、「話す･聞

く」領域では、学習の手立て

を、具体例を用いつつ視覚的

に分かりやすく整理してい

る。 

○「書く」領域では、食文化

や地域の魅力など、身近で取

り組みやすい題材を用いて

いる。また、お手本の文章で

学ばせ、手立てを具体的、視

覚的に学習しやすいように

してある。 

○「読む」領域で学習したこ

とを踏まえ、「書く」領域の

学習に結びつけるなど、学び

のつながりを考慮した配置

になっている。 

〇「話す・聞く」領域では、

「学習の流れ」を、動画で確

認しながら見通しを持ち、個

別のつまずきに応じて支援

するQRコンテンツが示され

ている。 

〇学習の導入にアニメーシ

ョンや漫画などを用いて、生

徒が問題意識を高め、意欲的

に学習に取り組めるように

したり、個のつまずきに応じ

て動画でポイントを確かめ

たりできるようにしている。 

○古典学習の導入に「浦島太

郎」「伊曽保物語」を引用し

（1年p.140）、関心を高めら

れるよう工夫されている。 

○QRコンテンツでは、文法ゲ

ームや練習問題を掲載し、意

欲的に学習に取り組めるよ

う工夫されている。 

〇写真資料、イラスト、カラ

ーページが増え、より取り組

みやすくなっている。 

〇「読書への招待」で「お試

し読書のすすめ」として本の

一部分を紹介したり、著名人

の言葉を紹介したりなど、生

徒の読書意欲を高める工夫

がされている。 

○教材の終わりに「てびき」の

項を設け、目標や身につけさ

せたい力が分かりやすく整理

されている。 

○説明的文章では、図表の読

み取り（1年p.118）や読み比べ

（2年p.102）を取り上げなが

ら、論理的思考力の向上を図

っている。 

○「読書案内」で図書紹介をす

るとともに、「読書活動」では

図書館の機能を活用したビブ

リオバトルなどの活動が示さ

れている。(2年p.182） 

○SDGs等現代的な諸課題に取

り組んでいる。（未来を考える

9つのテーマ） 

〇「地域の魅力」の紹介文(2年

p.68）などで身近な地域の中

から題材を決めて効果的に伝

える活動が取り入れられてい

る。 

○他教科との関連のもて

るものについてはマーク

を付けている。（1年p.78） 

○巻末の資料編では、要

約の仕方や思考ツールを

使った分析の仕方などに

ついて示されており、広

く各教科の調べ学習に活

用できるようになってい

る。 

〇巻末デジタルコンテン

ツ一覧から、家庭での予

習や復習に使えるコンテ

ンツにアクセスできるよ

うになっている。 

〇色褪せない名作、感性を

豊かにすること等をテー

マにした新教材（「未来を

考えるための9つのテー

マ」）が魅力的である。 

〇QRコンテンツが充実し

ており、導入やまとめだけ

でなく、個別のつまずきや

学習の進度に応じて活用

できる。 

〇教材の冒頭に示す目標

を生徒目線の問いかけの

形にするなど、生徒にとっ

て身に付けたい力や着目

すべき点が分かりやすい

工夫がされている。 

〇キャラクターの多様性

への配慮がされている。 

〇読書活動（1年「本のポップ」、2年「ビブリオバトル」、3年「私のベストブック」）が掲載されている。 

〇1年生はフォントが大きく、見やすい。また、イラストが増え、これまでの2段構成が小説教材で1段構成になり、視覚的に読みや

すくなっている。 

〇各学年の表紙絵が、時間の流れや人とのつながり（成長）を感じさせる工夫がされている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

国 語 No．２  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 
1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｆ 

○身につけさせたい力

（知識・技能と思考力・

判断力・表現力）と教材

名や取り組む言語活動

が、一覧表に示されてお

り、指導事項と教材との

関連が明確である。（1年

p.6） 

〇現代社会を生きていく

上で出会う様々な課題や

テーマに対応する工夫が

されている。（防災教育

1年p.148、SDGs2年p.148

金融教育3年p.150） 

○書体、レイアウト、図

解、色等、ユニバーサル

デザインへの取り組みが

進んでいて、すべての生

徒が学びやすい。 

○各学年「読み方を学ぼ

う」として、3年間を通じ

てつけたい力が明確にさ

れ、図解でわかりやすく

表されている。また、読解

の力が伸びるように配慮

した教材が配列されてい

る。（各学年巻末折込） 

○各学年第6単元で「情

報」についての単元を設

け、複数の情報を関連付

けて考えをまとめるとい

う生徒の課題に対応する

よう、データと文章を関

連付けて自分の考えを表

現する単元がある。 

○古典教材にはそれぞれ

年表が付され、学習者が

時代背景と結びつけるの

に役立つ。また、資料編

「古典芸能に親しむ」で

は各学年違った芸能を取

り上げ、豊富な写真とと

もに紹介し、関心を高め

るよう工夫されている。 

○又吉直樹や夏井いつき

等TVでなじみのある作家

の読書紹介（1年p.94）や

俳人の文章（3年p.72、p.

75）を取り上げている。 

○各学年最終単元に「歌

の言葉」というページが

あり、YOASOBI、ヒゲダン

等の歌の歌詞と美しいイ

ラストが掲載され、学習

者の意欲付けや言葉への

意識が生活の中でも磨か

れるような工夫がなされ

ている。 

○「日本語と英語の音節」（1年p.3

29）、「日本語と英語の語順」（2年

p.247）、「日本語と英語の慣用表

現」（3年p.163）など、英語との関

連を取り上げている。 

○「資料編」として、情報検索、メ

モや手紙の書き方等がまとめられ

ており、他教科や社会生活にも活用

できる内容がまとめてある。 

○各教材に、「私の本棚」として、

関連した本が3冊紹介されている。

また、巻末の「読書の広場」（1年p.

244）もあり、たくさんの図書資料を

紹介している。 

〇地域のよさや魅力について考え

る学習が設定されている。（2年p.2

30） 

○「漢字を身につけよう」

（例1年p.42）では巻末の

新出漢字一覧のページを

示し、家庭学習で取り組み

やすいように工夫されて

いる。 

〇1年「故事成語－矛盾」の

学習では書き下し文だけ

でなく訓読文も列記して

いて2年時での学習につな

がる。 

〇資料編が、優れた小説や

百人一首等で構成されて

いる「読書の広場」、読書

感想文の書き方等で構成

されている「社会生活に生

かす」コーナー等内容が魅

力的で発展学習に活用し

やすい。 

〇二次元コード一覧があ

り予習復習に役立つ。 

○「読む」領域の「学びの

道しるべ」、「話す・聞く」

領域の「学習の流れ」では、

学習過程を示し、見通しを

もって学習し、「学びを振

り返る」でキーワードを示

すことで学んだことを学

習者が意識化できるよう

にしている。 

○教材によってどのよう

に考えを進めていくかを

「思考の方法」として示し

ている。3年間で様々な思

考法を身につけていける。

（1年p.16） 

○色や記号や折込ページ

を使用し、視覚的に理解が

進むような工夫がある。（1

年p.47、2年p.47、3年p.55） 

〇QRコンテンツ（10minボ

ックス等）が充実してい

て、授業づくりや内容理解

に役立つ。 

○読書活動（1年「私が選ぶこの一文」 2年「ビブリオバトル」 3年「ブックトーク」）が掲載されている。 

○課題作文の書き方を取り上げた単元では、例を豊富に挙げ、生徒の理解が進むよう工夫されている。（3年p.52） 

 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

国 語 No．３  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 
1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｇ 

○第1・2学年は9単元、第

3学年は8単元で構成され

ている。巻末の「言葉の

自習室」にも3～4作品ず

つ置くなど、読み物作品

が豊富である。 

〇話すこと・聞くこと・

書くことでは、生徒の日

常生活などに応じた内容

で話題や課題を設定して

いる。 

○SDGs教材として「持続

可能な未来を創るため

に」を各学年に設け、生徒

が現代社会や日常生活に

問題意識をもって考えを

深められるような工夫が

されている。 

○「情報・メディアと表

現」として、テレビ、SNS

をはじめメディアの特徴

を知り、表現力やものの

見方を養う契機となるよ

うな教材が取り上げられ

ている。（2年p.86） 

○穂村弘やさくらももこ

など著名な作家や著者の

題材を取り上げている。 

〇「学びナビ」が教材の導

入部分にあり、これまで

学んできたことと、これ

から何をどのように学ぶ

のかが分かりやすくなっ

ている。 

○生徒の関心の高い漫画

やアニメの絵コンテ等を

とりあげて、メディアの

特性と表現の関連を考え

させる単元を配置してい

る。 

○「学びリンク」というQ

Rコードを付し、学びを広

げるための資料や自分の

力で取り組む資料などに

つながるようにしてい

る。 

○1年生古典では「桃太

郎」を導入材としており、

取り組みやすくしてい

る。 

〇文法の小窓では、親し

みがもてるような生徒キ

ャラクターの会話などを

もとに文法の学習ができ

るような工夫をしてい

る。 

○3年生の「読書ヘの招待」では森

鴎外の「最後の一句」が取り上げら

れている。また、「森鴎外が歩んだ

人生」として豊富な写真資料をも

とに特集がされていたり、表紙の

内側には『「ふるさと」を巡る』コ

ーナーがあり、津和野町の鴎外生

家の写真が掲載されたりしてい

る。 

○「広がる本の世界」が各単元末に

付されており、単元の内容と関連

した本が紹介されている。 

〇「みちしるべ」としてビブリオバ

トルのやり方の提示など図書館の

機能を活用した活動が示されてい

る。(3年p.56) 

〇教科書263冊、まなびリンク71冊

で、合計334冊の図書が紹介されて

いる。 

○各学年「学びのチャレン

ジ」（例1年p.192）という

問題が掲載されており、家

庭学習につなげることがで

きる。全国学力・学習状況

調査などを踏まえた活用力

を確かめるような設問で、

文字以外の情報と文章を関

連付けて考える力を養うこ

とができる。 

〇「学びナビ」として、必

要な情報を整理する方法や

多面的に捉える方法など思

考ツールを紹介し、思考力

を育む手立てとしている。 

〇高校接続の工夫として、

古典文法活用表を発展教材

として掲載している。（3年

p.310） 

〇「学びナビ」が教材の導

入部分にあり、「何を学ぶ

か」「どのように学ぶか」

の目的意識をもって学習

に取り組めるようになっ

ている。 

○各学年にSDGs教材を設

け、SDGsの目標と関連付け

て、生徒が現代社会や日常

生活に問題意識をもって

考えを深められるような

工夫がされている。 

〇生徒が日常で接する多

様なメディアについて、媒

体の特色や扱い方、接する

際のモラルや注意点など、

情報化社会に対応してい

くための教材を掲載して

いる。 

〇イラストのキャラクターの制服や国籍など、多様性や人権への配慮がされている。 

 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

国 語 No．４  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｉ 

○「学習の見通しをもと

う」「本編」「学習を広げ

る」の大きく3部で構成さ

れている。「学習の見通し

をもとう」では、身に付

けさせたい力を領域ごと

に系統的に把握できると

ともに、他教科やSDGｓと

の関連も意識できる工夫

がされている。 

○1年の学習教材は、身近

なものを扱った文学作品

や論説文、2年では思考を

必要とする文学作品、論

説文、随筆、3年生では社

会に目を向ける内容の文

学作品、論説文と、発達の

段階に応じた内容になっ

ている。 

○教材後の「学習」ページ

では学習過程を明示する

とともに、重点を置く過

程は強調して、年間を通

してバランスよく力がつ

くように配列されてい

る。 

○「書く」領域では、活動

における学習のつながり

（関連）がわかる工夫が

されており、段階を追っ

て関連をもちながら学習

を進めていくことができ

る。 

〇1年生の古典では、様々

な作品に触れるのではな

く、なじみ深い「竹取物

語」1つに絞り、学習を進

めることで、より効果的

に学習できるよう工夫が

されている。 

○1年古典学習では、中学

校での古典学習の系統が

年表等で図解され、古典

学習の流れの意識化と関

心を持たせる工夫がされ

ている。 

○「話す・聞く」領域では、

QRコードの動画を見るこ

とで活動の仕方が分かり

やすい工夫がされてい

る。 

〇「広がる読書」では、学

んだ教材に関係する本を

紹介し、作品や作者への

興味を引く工夫がされて

いる。 

○SDGsに関連するテーマを意識

した教材が全学年を通じて取り

上げられ、持続可能な社会の実現

に向けた取り組みに目を向ける

工夫がされている。 

○翻訳作品の読み比べを通して、

同一作品の翻訳の違いに興味を

もち、自己の読書生活が広がるよ

うな工夫されている。 

〇各学年「語彙ブック」をつける

ことで、思考力・表現力を高める

ことへの事例が紹介され、語彙力

を増やす工夫がされている。 

○各学年巻頭に折込ページ

で「思考の地図」を掲載し、

様々な場面で活用できる思

考方法を紹介している。 

〇巻末に「ICT活用のヒント」

を載せることで、ICT機器を

活用する場面やその方法を

紹介している。また、「国語

の力試し」「書くことのミニ

レッスン」など、家庭学習で

も活用できるコンテンツが

ある。 

〇各学年「語彙ブック」を

付けることで、思考力・表

現力を高めることへの事例

が紹介され、語彙力を増や

す工夫がされている。 

〇巻末に「ICT活用のヒン

ト」を載せることで、ICT機

器を活用する場面やその

方法を紹介している。 

○各学年巻頭に折込ページ

で「思考の地図」を掲載し、

様々な場面で活用できる思

考方法を紹介している。 

 

○各学年「言葉を味わう」のページが配置され、1年では「動き」2年では「色」3年では「時間帯」を表す言葉が紹介され、言葉の豊かさ

や美しさを味わう工夫がされている。 

  

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

書 写 No．１  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ａ 

〇学習編は1年が39ページ、2年

が25ページ、3年が17ページ。資

料編は41ページ。 

〇主な毛筆教材は1・2年が各5、

3年が1。書き初めが各学年1。硬

筆も各1教材だった。 

〇基本単元は①見つけよう②確

かめよう③生かそう、である。 

〇「時候の挨拶」など生活につ

ながる言語活動に関するものが

選択されている。 

〇伝統的な用具用材を取り上げ

ると同時に、UD書体についても

取り上げている。 

〇行書一覧には人名漢字も記載

され生徒が自身の名前を探せ、

常用と合わせて見やすいよう行

と列に番号が振ってある。 

〇巻頭の「文字を『書く』って

なんだろう」で書くことについ

ての意義を考えるヒントがわか

りやすくイラストで示されてい

る。 

〇オリジナルキャラクターの

「コウゾ」が親しみやすい。 

〇「基本の点画の書き方」は試

筆がキャラクターになっており

向きや太さが一目でわかる。 

〇「身の回りの文字の目的と工夫」では学

校や街で見かける文字の目的と工夫を考

える写真が多く掲げられている。 

〇「伝統的用具用材」では石州半紙が取り

上げられている。 

 

〇手書き文字と活字についての説

明では活字の書体にUD書体の説明

がある。 

〇2次元コードがあり、運筆を解説

した動画があり、線の補助や音声ガ

イドによってわかりやすい。また、

生徒自身が動画や資料を活用して

学習を進めることができる。 

〇書写テストで復習に取り組める。 

目標に向かって「見つけ

→確かめ→生かし→振り

返る」流れで構成されて

おり、ポイントは「書写の

かぎ」で確かめられる。2

次元コードでの動画視聴

など生徒が理解を深めら

れるように支援されてい

る。また、小学校から中学

校へ、中学校から高校へ

と接続がスムーズになる

よう意識したものになっ

ている。 
〇1年の「これまでに学んできたこと」（p.6～7）3年の「書の古典～今に生きる」（p.101～104）で小中高の接続が円滑に行えるよ

うに配慮されている。 

Ｆ 

〇1年は34ページ、2年は22ペー

ジ、3年は9ページ。 

〇主な毛筆教材は1年が5（半紙

原寸大の大きさのもの1）2年が

3、3年が1だった。書き初めが各

学年1。また、毛筆補助教材とし

て6採用されている。 

〇教材の冒頭に目標があり、ポ

イントを確認できる。 

〇振り返りのポイントを問いか

けの形で記載している。 

〇資料を厳選し、書き込みを増

やし、シンプルで見やすい構成。 

〇達人を紹介するページにおい

て文字を仕事にする人を紹介す

ることで意欲付けがされてい

る。 

〇新しい文具として消えるボー

ルペンやタブレット・タッチペ

ンを取り上げている。 

〇国語の教科書と連動していると思われ

る作品を文章例として採用している。 

〇手紙の書き方を資料のページにまとめ

ており、各校各学年で取り上げて活用し

やすい。 

〇2次元コードがあり、姿勢や持ち

方が音声で解説され、わかりやす

い。 

〇都道府県名が一覧で読みやすく、

なぞり書きの練習もできる。 

〇書写テストで復習に取り組める 

目標で学習のポイントを

確認でき、構成のシンプ

ルさによって生徒が集中

力を阻害されにくい。巻

末の書き方のポイントに

よって適宜振り返りが行

え、学習したことの把握

が容易。 

〇「この教科書の使い方」（p.4、5）によって1年の学習がスムーズに始まるようにし、「書き方を学ぼう一覧」（p.117～120）に

よって既習事項を確認しやすくなっている。 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

書 写 No．２  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｇ 

〇1年は53ページ、2年は30ペー

ジ、3年は13ページ。 

〇主な毛筆教材は1年が5（半紙

原寸大の大きさのもの1）、2年

が3、3年が1だった。書き初めが

各学年1。毛筆補助教材が10採

用されている。 

〇「目標→考えよう→生かそう

→振り返ろう」という学習の流

れになっている。 

〇行書を学習する冒頭に学ぶ意

味を考えさせたり筆の動かし方

のトレーニングを入れたりする

など配慮されている。 

〇実際に書いて練習するスペー

スが多い。 

〇ノートの取り方や学習のまと

め方など紹介し、普段の生活や

学習に生かすことを意識させて

いる。 

〇筆使いを「とめ」「右払い」のように一

つずつ分けて動画にしており生徒の習熟

度に合わせて使用しやすい。 

〇硬筆の手本の動画がある。 

〇3年間で学んだことのまとめとな

る課題が複数提示されている。 

〇2次元コードがあり。 

〇書写テストで復習に取り組める。 

補助教材を含めると多く

の毛筆教材が採用されて

おり、行書をしっかり学

べるつくりになってい

る。また、2次元コードか

ら見ることのできる動画

を活用することで生徒の

習熟度に合わせた学びを

することができる。 

〇幅の広いAB判で見やすい作りになっている。書写で学ぶことが図示されていてわかりやすい。また、学年ごとに学ぶことは何か扉

のページで解説をして把握しやすい。 

Ｉ 

〇学習編は1年が28ページ、2、

3年が各22ページ。資料編が49

ページ。 

〇主な毛筆教材は1年が4（半紙

原寸大の大きさのもの3）、2年

は4（半紙原寸大の大きさのも

の2）3年は3だった。 

〇硬筆は古典や名文の教材を

各学年、季節のしおりとして配

置。  

 

〇書写ブックが取り外して使え

るようになっており毛筆での学

びを硬筆に生かせるようになっ

ている。また、書写ブックは紙

質が書きやすいものになってい

る。 

〇部分別行書一覧では名前の書

き方を示している。 

 

〇楷書と行書の使い分けを考え

させる教材が掲載せれている。

漫画での導入や著名人のサイン

など興味を引く題材。 

 

〇「全国文字マップ」では、身の回りにあ

る文字に目を向ける工夫がされている。 

〇「季節のしおり」では国語の教科書にで

てくる古文など載せ関連させている。 

〇ユニバーサルデザインについてのコラ

ムや色覚特性に配慮した色使い、キャラ

クターの服装に多様性を盛り込むなどし

ている。 

〇タブレット端末の活用についてとりあ

げている。 

 

〇2次元コードのコンテンツが豊富

に用意されている。 

〇生徒の名前を半紙で使用する大

きさの手本として印刷できる。 

〇書写テストが書写ブック内で取

り組める。 

半紙原寸大の毛筆教材が

豊富で生徒がイメージし

やすい作りになってい

る。また、タブレットを活

用した学習に取り組みや

すく、生徒の教科の横断

的学びや主体的な学習も

期待できる。また、色覚特

性や利き手への配慮がみ

られるなどユニバーサル

デザインである。 

〇「中学生書写スタートブック」（p.30～35）では小学校の学習の確認ができる。また、巻末の「なりきり、書聖王羲之」（p.165）

では高校書道（芸術）へのつながりが図られるなど小中高の接続をなめらかにしている。 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会（地理） No．１  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ａ 

〇「世界と日本の地域

構成」は13時間、「世

界とのさまざまな地

域」は40時間、「日本

のさまざまな地域」は

57時間の配当時数とな

っており、「持続可能

な地域の在り方」を最

後の編に含んでいる。 

〇「スキル・アップ」

と「資料から発見」で

グラフの読み取りなど

資料の読み取り方の道

筋が丁寧に示されてい

る。(p.15、76) 

〇内容ごとに「学習課

題」「チェック」「トラ

イ」を設け、本時の問い

とそれに対するまとめ

ができるように工夫さ

れている。また、「地理

を学ぶ5つのミカタ」で

視点を示して思考が深

まるよう工夫されてい

る。(p.6、10～11) 

〇単元ごとに「まとめ

の活動」が示されてお

り、言語活動の充実を

図る工夫がなされてい

る。(p.74～75) 

○世界や日本の各地で

暮らす中学生が自分の

住んでいる地域を語る

「聞かせて！中学生」

を設け、世界を身近に

感じることができるよ

う工夫されている。(p.

60) 

○「世界の諸地域」や

「日本の諸地域」の導

入では、大きな写真資

料と学習課題に関連す

る資料を掲載し、関心

をもって課題をとらえ

ることができるよう工

夫されている。(p.118

～119、196～197) 

○1時間の授業で扱う

学習課題についてサブ

タイトルがあったり、

日本の諸地域では、そ

れぞれの地方の導入に

都道府県章・シンボル

を掲載したりして、生

徒の興味・関心を引く

ように工夫されてい

る。(p.10、184) 

〇「領土問題を抱える島々」の

学習では、竹島について写真

や地図が掲載され、隠岐の島

町であること、韓国の不法占

拠に日本が抗議しているこ

と、自然環境や豊かな漁業資

源があることなど地理的特色

が記載されている。(p.28) 

〇海士町の遠隔授業や松江市

のRubyを活用した地域おこ

し、浜田自動車道の開通によ

る人の移動の変化を取り上げ

ている。(p.199、201、205) 

〇これからの社会を考え

るきっかけとして、「未来

にアクセス」というコラ

ムを設け、身近な視点で

社会的な問題を考えるこ

とができるよう工夫され

ている。(p.39) 

〇「もっと知りたい」とい

うコラムでは、本文に関

連する内容をさらに広げ

たり、違う視点でとらえ

ることができ、家庭で学

習する際に使いやすく工

夫されている。(p.11) 

〇「デジタルコンテンツ

を活用しよう」では、写真

や動画、ドリルなど家庭

でも様々な学習ができる

よう工夫されている。(巻

末3) 

〇単元ごとに設けられ

た「探求課題」を単元末

に話し合い、深めること

ができるよう構成され

ている。また、その際に

思考ツールを活用し、思

考力、判断力、表現力等

を身につけることがで

きるよう工夫されてい

る。(p.126～127) 

〇それぞれの単元の構

成が「課題をつかむ」「課

題を追求する」「課題を

解決する」の構成になっ

ている。(p.4) 

〇各単元のはじめに「小学校の社会で習ったことば」が示されており、小学校での既習事項がわかる工夫がされている。(p.

8) 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会（地理） No．２  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｇ 

〇「世界と日本の地域

構成」は9時間、「世界

とのさまざまな地域」

は36時間、「日本のさ

まざまな地域」は58時

間の配当時数となって

おり、地域の未来につ

いて考える「地域のあ

り方」を最後の編に含

んでいる。 

〇写真や資料が大き

く、見開きの内容構成

が統一されており、学

習しやすい。(p.90～9

1) 

〇内容ごとに「学習課

題」「確認」「表現」を

設け、問いとそれに対

するまとめができるよ

うに配慮されている。

「学習したことを振り

返ろう」で、思考力、判

断力、表現力等を高め

ることができるよう工

夫されている。 

〇単元末に学習したこ

とを活用してまとめる

場を設け、自分の言葉

でこれまでの学習を振

り返り、学びが定着す

るよう工夫されてい

る。(p.185) 

〇折り込みページで

は、宇宙からとらえた

日本列島と伊能図を並

記し、日本地理の学習

や地図を活用した学習

への興味・関心を高め

る工夫がされている。

(p.128～129) 

〇見開き左上の写真や

地図をもとに、生徒キ

ャラクターが「なぜ、ど

うして」と問い、生徒が

考えやすくなってい

る。(p.52) 

〇「地理の窓」や「都道

府県の特産品を関連さ

せたキャラクターの

例」など、生徒の興味・

関心を高める工夫がさ

れている。(p.22～23) 

〇竹島の写真と地図(南東を

上にした位置図)が掲載され、

島根県への編入の経緯と韓国

が不法に占拠するまでの経

緯、日本が抗議し、話し合いを

提案しても韓国が受け入れて

いないことが記載されてい

る。(p.21) 

〇「三江線廃止」の内容が写真

資料として掲載され、過疎化

の課題について考えることが

できるよう工夫されている。

(p.192) 

〇石見神楽、海士町のロゴマ

ークやかんこ舟、松江市の雨

温図、石見空港の現状が取り

上げられている。(p.186～18

7、189、197) 

〇6つのテーマで持続可

能な社会に向けて考察で

きる「クロスロード」や第

4章「地域のあり方で、社

会参画への意識や、持続

可能な社会の創造への意

識が高まるよう工夫され

ている。(p.260～261、27

8～287) 

〇「地理にアプローチ」や

「地理の技」では、基礎的

な技能を身につけること

ができるよう工夫されて

いる。(p.2～4、7、10、2

7) 

〇各編の扉の二次元コー

ド「学びリンク」では、学

習内容に関連するサイト

が紹介され、学習を広げ、

深めることができるよう

工夫されている。(Ⅳ) 

〇写真や資料が大きく、

見開きの内容構成が比

較的統一されており、授

業を展開しやすい。 

〇基礎的、基本的な内容

を重視し、資料や統計等

が盛りだくさんとなら

ないよう、精選された構

成になっている。 

〇本文に太字を多く取

り入れ、キーワードとし

て基礎的内容を理解で

きるよう構成されてい

る。 

〇冒頭のページでは、小中学校の学習の接続や地理的な見方・考え方、地図のきまり等がわかりやすく説明されている。 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会（地理） No．３  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｊ 

〇「世界と日本の地域

構成」は8時間、「世界

とのさまざまな地域」

は41時間、「日本のさ

まざまな地域」は56時

間、「地域のあり方」

に5時間の配当時数と

なっている。 

〇巻頭の「教科書を活

用した学び方」では、

主体的な学びや対話的

な学びについてわかり

やすく説明している。

(巻頭5-6) 

〇世界の諸地域では、

「写真で眺める〇〇

州」のように単元の学

習の見通しができるよ

う工夫されている。(p.

46～47) 

〇地図やグラフが多く

記載され、詳しく学習

できる構成になってい

る。 

〇単元末の「学習を振

り返ろう」では、知識を

確かめ、段階を踏みな

がら、地理的な見方・考

え方を働かせて学習を

まとめることができる

よう工夫されている。

(p.13) 

〇1時間の授業の中で、

「確認しよう」や「説明

しよう」の項目を設定

し、まとめがしやすい

工夫がなされている。 

〇写真や地図が大き

く、生徒の興味関心を

引く工夫がされてい

る。 

〇「日本の諸地域」で

は、各地方の導入で、イ

ラスト入りの地図を提

示し、興味関心を高め

る工夫をしている。(p.

167) 

〇各章の導入ページに

QRコードがあり、ICT活

用がしやすいように工

夫されている。 

〇学習内容に関連のあ

る話題を取り上げた

「地理プラス」や環境・

防災・人権など6つのコ

ラムが掲載されてい

る。「未来に向けて」で

は、学習への興味・関心

を高めたり、学びを深

め、広げることができ

るよう工夫されてい

る。(p.83、85) 

〇「日本の領域と特色」の学習

では、竹島について本文記載

があり、写真や地図が掲載さ

れている。さらに、2月22日が

竹島の日であることや昔の竹

島の漁業についても記述され

ている。(p.20～21) 

〇「人々を呼び寄せる地域の

取組」で、出雲大社や石見神楽

の写真、島根県を訪れる観光

客数の推移がグラフとして掲

載されている。(p.194) 

〇「都道府県と都道府県庁所

在地」で、城下町として発展し

た町として松江市が掲載され

ている。(p.23) 

〇分野間のつながりを通

して生徒が社会的事象を

考えたり、学びを深めた

りするために「地図帳活

用」を設け、地図帳と学習

内容のつながりがわかり

やすくなるよう工夫され

ている。(巻頭10、p.16) 

〇「技能をみがく」の内容

が多く記載され、基礎的

な技能を身につけること

ができるよう工夫がなさ

れている。(p.5、29) 

〇巻頭の「教科書を活用

した学び方」で、QRコンテ

ンツについてわかりやす

く説明し、家庭学習に活

用できるよう工夫されて

いる。(巻頭6) 

〇島根県に関する記載

が多く、生徒にとって身

近な内容が記載されて

いる。 

〇「地理的な見方・考え

方」がわかりやすく記載

されている。(巻頭8) 

〇「日本の諸地域」の内

容が非常に詳しく記述

してあり、より詳細に学

習することができる。内

容も豊富である。 

〇単元ごとに設定され

ている「問い」を意識し

ながら授業を展開でき

るよう工夫してあり、単

元末には、学びを深める

ために対話的な学習課

題が設定されている。

(p.48、62～63) 

〇小学校や他分野・他教科との関連があるページの下には、分野・教科とその内容が示されており、教科、分野横断的な学習

に対する配慮がある(p.2) 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会（地理） No．４  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

О 

〇「世界と日本の地域

構成」は12時間、「世

界とのさまざまな地

域」は36時間、「日本

のさまざまな地域」は

60時間の配当時数とな

っており、「地域の在

り方―宮崎市を例に

―」を最後の編に含ん

でいる。 

〇大きめな文字とすっ

きりとした内容構成に

より、焦点を絞った学

習が展開できる。(p.5

2～53) 

 

〇「地理的な見方・考え

方」は、学習課題をさら

に深めるために効果的

であり、思考力の育成

につなげることができ

るよう工夫されてい

る。(巻頭3～4) 

〇「持続可能な地域を

めざして」では、その解

決に向けた取組を考え

ることで、今日的課題

に関心が抱けるよう工

夫がなされている。(p.

50) 

〇各ページのQRコード

の位置が固定されてお

り、活用しやすくなっ

ている。 

〇QRコンテンツにある

「イントロダクショ

ン・ムービー」により、

州・地方を象徴するト

ピックを掘り下げ、学

習を見通すことができ

る。(巻頭8) 

〇生徒にとって関心を

抱くような写真を採用

している。(p.2～3) 

 

〇竹島の地図(位置図)と写真

が掲載され、島根県への編入

の経緯と韓国の不法占拠につ

いて、日本が平和的な解決を

めざしていることが記載され

ている。また、「竹島資料室」

や「領土・主権展示館」の写真

が掲載されている。(p.20～2

1) 

〇海士町の「島留学」を通した

地域活性化の取組が紹介さ

れ、魅力づくりについて考え

る工夫がされている。(p.199) 

〇QRコンテンツにある

「確認小テスト」を活用

することで、家庭でも復

習ができるよう工夫され

ている。(巻頭8) 

〇「地理＋α」は、身近な

話題や時事、社会問題と

関連した内容が網羅され

ており、授業と日常のつ

ながりを期待できる。(巻

頭9) 

〇本文の文章は一文が

短く、読みやすく端的

で、わかりやすい内容に

なっている。 

〇学習のまとめで、ポー

トフォリオを活用する

ことにより、指導と評価

の一体化が図られてい

る。生徒が主体的に取り

組む態度を養うために

有効である。 

〇地理的な見方・考え方について、見開きの大きなイラストを活用し、わかりやすい言葉で解説している。(巻頭3～4) 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会（歴史） No.１ 

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ａ 

○内容、分量ともに適

当であり、わかりや

すい表現となってい

る。 

○学習を進めるために

適切な資料（写真・

地図・文献など）が

豊富に使用されてお

り、資料を読み取る

視点を示すなど、知

識・技能の習得を図

る工夫がなされてい

る。 

○「スキル・アップ」で

は複数の資料を読み

取り、そこから当時

の状況を考えさせる

場面を設定するな

ど、未知の状況にも

対応できる思考力や

判断力を育成する工

夫がみられる。 

○単元を貫く「問い」を中

心とした課題解決的な

単元構成（紙面構成）に

なっている。 

①単元の導入における探

求課題の設定 

・資料の読み取り等の活

動を通して、課題を設

定 

②探求課題の追求 

・授業ごとの学習課題（問

い）の考察と振り返り 

③節ごとの探求課題に迫

る問いの解決 

④探求課題の解決（単元

のまとめ） 

・対話的な活動と思考ツ

ールの活用によるまと

め 

○「みんなでチャレンジ」

の欄を設け、協働的な

活動を促している。 

・個人活動とグループ活

動が設定されており、

協働的な学びを意識し

ている。 

○章の始めの「導入活動」

には、小学校で学習した

人物や事象をイラスト

で描くキャラクター年

表や当時の町の様子を

配置するなど、誰もが歴

史に親しみを抱きやす

い工夫がなされている。 

○動画や資料を見ること

のできるＱＲコンテン

ツを豊富に配置し、生徒

が視覚的に興味をひく、

当時の様子をイメージ

しやすい工夫がなされ

ている。 

○「もっと知りたい」では、

歴史に興味・関心をひく

話題、内容となってい

る。 

○時代ごとの「地域の歴史を調

べよう」では、生徒が暮らす

地域の調べ学習の参考とな

るよう、テーマ設定からまと

めまでの流れで構成されて

いる。 

○島根県に関連する資料や事

象も掲載され、島根県への理

解と親しみが深まる内容と

なっている。 

・現代に生きる神話（p.58）～

出雲神話 

・石見銀山がのったヨーロッ

パの地図（p.180）～世界との

結びつき 

・領土をめぐる問題の背景

（p.176） 

～竹島の歴史 

・森鴎外（p.195）～「舞姫」「最

後の一句」の紹介 

○同和問題学習については、各

時代で適切に扱われている。

「解放令」から水平社への内

容（p.240～241）は、特に詳

しい内容となっている。 

○個別最適な学びや協働

的な学びを意識し、導

入、展開、まとめの学習

段階に応じたQRコンテ

ンツが配置されている。

生徒は生徒端末を使い、

資料から読み取ったこ

とや学習のまとめをワ

ークシートに記入する

など、主体的に学習に取

り組むことができる。家

庭でも学習することが

できる。 

○単元のまとめ（p.140～

p.142 など）では、「く

らげチャート」、「Ｙチ

ャート」、「フィッシュ

ボーン図」など様々な

思考ツールを使ったま

とめ方を行うことで、

生徒の思考力、判断力、

表現力を育成すると同

時に、生徒がより簡単

に分かりやすくまとめ

ができるように工夫さ

れている。 

○内容や使用されている資

料など、バランスがとれ

ている。 

○課題を自分たちで見つ

け、課題を追求、解決する

といった課題解決的な学

習が教科書全体で取り入

れられており、生徒の資

質・能力の育成に適して

いる。 

○QR コンテンツが豊富に配置されている。特にワークシートは Word・PDF のどちらもあり、生徒が書き込んだりまとめたりすることが

できる。 

○字の大きさもできるだけ大きくし、読みにくい漢字には、ふりがながふられている。 

○資料掲載部分に背景色を入れる、QR コンテンツへの移行によるページ数の削減、カラーユニバーサルデザインの導入、UD フォントの

導入など、生徒の多様性に配慮が行われている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会（歴史） No．２  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｇ 

○写真資料やグラフ、

絵や地図が多く、本

文の量が比較的少な

い。重要事項が簡潔

にまとめられてい

る。 

○巻頭で、小学校の内

容についてパズル等

を使って楽しく振り

返ることができ、発

達段階に応じて無理

なく学習が進められ

るように工夫されて

いる。 

○「学習のはじめに」

で、各単元を象徴す

る資料や問いがあ

り、見通しをもって

学習に取り組むこと

ができる。 

○「確認」「表現」で各

時間の学習内容の確

認とまとめができ

る。 

○「節をとらえる」で、

小単元のまとめがで

きる。 

○各時間の導入の問い

と問いにかかわる資

料（写真・図版）がセ

ットで示してあり、

生徒が意欲的に学習

に取り組めるように

工夫されている。 

○各章の「学習のはじ

めに」で資料が大き

く示されており、時

代の特色を視覚的に

とらえ、これからの

学習に対する興味関

心を高めることがで

きる。 

○「学習のまとめと表現」で、

年表で歴史の流れを確認す

ることで知識の定着が図

れ、歴史的な見方・考え方を

使って時代の特色を表現す

ることにより、思考力・判断

力・表現力を高めることが

できる。 

○「歴史の技」で、資料（地図、

史料等）の読み取りのポイ

ントを示しており、QRコード

を読み取ることで説明動画

を見ることもでき、技能の定

着を図るための工夫がある。 

○歴史の窓」で関連する

コラムがあり、やや発

展的な内容を扱ってい

る。 

○SDGs、防災、感染症等現

代社会の課題について

考える特集ページがあ

る。 

○「歴史学習の終わりに」

では、歴史学習を振り

返って、現代の課題を

考察し、未来を構想す

る学習活動により、公

民学習への接続が図ら

れている。 

○単元ごとに、単元の導

入→各時間の問いと

「確認」「表現」→節

ごとの振り返り→単

元末の「学習のまとめ

と表現」という構成に

なっており、単元をと

おして、見通しをもっ

て学ぶことや歴史の

流れや時代の特色を

とらえられるような

工夫がみられる。 

 

 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会（歴史） No．３  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｊ 

○内容、分量ともに適当

であり、わかりやすい

表現となっている。 

○学習を進めるために適

切な資料（写真、地図、

文献等）が豊富にあり、

本文とのバランスも良

い。 

○大単元ごとに、章のは

じめに「章の問い」「節

の問い」があり、章末で

「学習事項の確認」、

「節の振り返り」「章の

振り返り」があること

で、知識・技能の定着と

思考力・判断力・表現力

の育成が図られる。ま

た、見通しをもった学

習ができるよう、構成

が工夫されている。さ

らに、各時間でも「学習

課題」と「確認しよう」

「説明しよう」があり、

1時間単位での学びを

章や節のまとめにつな

げる工夫がある。 

○「タイムトラベル」で

は、各時代の様子が見

開き2ページの絵にな

っており、当時の生活

の様子や他の時代との

比較ができ、学習への

興味・関心が高まるよ

うな工夫がされてい

る。 

○QRコードを読み取るこ

とで、様々なコンテン

ツに接続でき、生徒の

興味・関心に応じて学

ぶことができる。 

○巻頭のページで歴史的な見方・

考え方について具体的にわか

りやすく示されている。 

○「世界とのつながりを考えよう

（p.50、78、168、…）」では、

日本史と世界史を関連づけて

考えられるようになっている。 

○「アクティブ歴史」では、資料

を読み取り、考察することがで

き、資料を適切に読み取る技能

の育成が図られている。 

○人権問題について、適切に記載

されている。 

・中世の老人・子ども、女性（p.

93） 

・庭園づくりで活躍した河原者

（p.101） 

・差別された人々（p.137） 

・全国水平社（p.241） 

○島根県に関する資料や事象が

扱われている。 

・荒神谷遺跡の銅剣（p.29） 

・石見神楽（p.49） 

・石見銀山（p.113） 

・竹島問題（p.287） 

・阿国歌舞伎（p.123） 

○各章のまとめの最後に、歴

史と現代社会とのつなが

りやSDGsとのつながりに

ついて考えさせるような

課題や活動が設定されて

いる。 

○QRコードを読み取ること

で、確認クイズやNHK for

 schoolを見ることがで

き、生徒自身が主体的に学

ぶことができる。 

○単元ごとに、章の導入→

各時間の問いと「確認」

「表現」→節ごとの振り

返り→単元末の「学習事

項の振り返り」「節・章

のふりかえり」という構

成になっており、単元を

とおして、見通しをもっ

て学ぶことができる。 

○QRコンテンツが豊富で、

それらのコンテンツを

使った効果的な指導が

できるだけでなく、生徒

自身が主体的に学ぶこ

ともできる。 

○QRコードを読み取ることで、単元の導入の活動、振り返りのワークシート（Word・PDF）のダウンロード、NHK for schoolへのリンクな

どができる。特に思考ツールや白地図もダウンロードでき、生徒がこれらのツールを活用してまとめることができるよう工夫されている。 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会（歴史） No．４  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

М 

○内容は適当である

が、分量は文章量を

含めやや多く、「受

領」「サファヴィー

朝」「国立銀行条例」

など詳細な語句が太

字となっており、詳

細な歴史的知識が身

につく構成となって

いる。 

○章末では時代ごとの

まとめのページが設

定されており、時代

や出来事についての

背景や変化をふりか

える枠組みが示され

ている。また、中世

では「○○の立場に

立ってみよう」とい

った多角的考察を行

うための工夫も見ら

れる。 

○各タイトルにその時

間の学習課題が示さ

れている。 

○各章の冒頭に日本

史・世界史並列の年

表が掲載されている

と共に、時代の概略

を紹介する記述があ

り、大まかな時代像

をとらえる工夫がな

されている。 

○一つのタイトル中の

資料について、1～2

問程度の発問が用意

されており、歴史へ

の理解が深まるとと

もに思考を働かせる

工夫がなされてい

る。 

○裏表紙に世界地図が

ついていており、国

の位置などを確認し

やすい。 

○2節に1回程度の割合

で、2世紀、8世紀の世

界といった形で、そ

の時代の世界の歴史

的事象と日本の主要

な事象を世界地図上

にイラストで示して

紹介し、歴史への興

味・関心を高める工

夫がなされている。 

○コラム「地域からの

アプローチ」によっ

て、学習している時

代ごとに結びつきの

強い県の歴史事象を

紹介し、地域史への

興味・関心を高める

工夫となっている。 

○島根県に関する資料や事象

が扱われている。 

○巻頭「日本の世界遺産」では

石見銀山の間歩を写真と解

説で掲載 

○p.113「イエズス会宣教師に

よってつくられた日本地

図」にて「Hivami（石見）」

の記載と銀の産出量増大を

紹介 

○p.269「日本の領土の変遷」

にて竹島について地図と共

に記述されている。 

○各内容に詳細な用語解

説が掲載されており、

発展的内容をとらえる

ための補助がなされて

いる。 

○コラム「歴史を考えよ

う」にて、美術作品やグ

ラフなどの資料の読み

取りを通じて、歴史的

思考を深めるための工

夫がなされている。 

○各タイトルの終末に

「ステップアップ」と

いう項目があり、より

発展的な内容に取り組

めるようになってい

る。 

○各章の冒頭で日本史・

世界史へ並列の年表

が配置されているこ

ともあり、時代背景や

状況について世界の

歴史との結びつきを

ふまえて考えること

のできる構成となっ

ている。 

○詳細な歴史の重要語

句が太字となってお

り、より多くの歴史的

知識を身につけるこ

とのできる教科書で

あるといえる。 

○「世界の中の日本の歴史」を常に意識させるような構成・内容となっている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会（歴史） No.５ 

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｏ 

○内容、分量ともに適当

であり、分かりやすい

表現となっている。 

○編ごとに「編の問い」

「節の問い」といった

単元を貫く問いが設

定してある。 

○各編の各節や時間ご

とのまとめで使える

ポートフォリオや特

設単元に関するワー

クシートなどがPDF、W

ord、Googleドキュメ

ントの形式で用意さ

れている。 

○各タイトルにその時

間の学習課題が示さ

れている。 

○よりよい未来の創造

という観点から、SDGs

に関わる各時代の先

人たちや各時代に活

躍した女性について

も紹介されており、次

世代の主権者を育て

るための教材が選定

されている。 

○裏表紙には、年表とと

もに旧国名を表記し

た地図や主なできご

とと史跡・関係地をま

とめた地図が用意さ

れている。 

○QRコードを読み取る

と、編の導入となる「イ

ントロダクションムー

ビー」が用意されてい

るほか、「確認小テス

ト」で手軽に既習事項

の確認ができるなど、

興味・関心が高まる工

夫がなされている。 

○各章の導入ページで

は、前の時代と学習す

る時代の資料が並べて

掲載されており、前後

の時代を比較したり、

その推移を読み取った

りしながら、学習する

時代への興味・関心が

高まるように工夫され

ている。 

○巻頭にて「歴史的な見方・考

え方」について着目する4つ

の視点を紹介し、歴史学習を

進めていく上で見方・考え方

を働かせられるようにして

いる。 

○島根県に関する資料や事象

が扱われている。 

○p.51「佐田神能」が写真と共

に神話を題材とした民俗芸

能として紹介されている。 

○p.117「石見銀山」が「地域

に学ぶ」のコラムで石見銀山

世界遺産センターのリンク

付きで紹介されている。 

○p.207「森鴎外」が写真付き

で本文に掲載されている。 

○p.286「竹島問題」が日本の

領土問題をまとめてある項

で紹介されている。 

○人権・同和問題に関して、時

代ごとに適切に取り扱われ

ている。 

○「でかけよう！地域調

べ」の特設単元によっ

て、平城京や姫路城な

どの事例を用いなが

ら、地域調査の進め方

についての例示がなさ

れており、地域学習へ

の関心が高まる内容と

なっている。 

○各タイトルの終末に

「確認」「表現」という

項目があり、学習した

内容を確認するととも

に、学習内容について

思考を働かせることが

できる課題が設定され

ている。 

○編ごとに「編の問い」「節

の問い」といった単元を

貫く問いが設定してある

ことから、見通しをもっ

て学習に取り組めるとと

もに、問いについて探究

していくことで主体的・

協働的な学びができるよ

うに構成されている。 

○掲載されている教材の中

には、SDGsとの関連した

ものも取り入れられてお

り、持続可能な社会につ

いて考えることができる

つくりになっている。 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会（歴史） No．６  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｑ 

○分量、程度は適当であ

る。 

○歴史的事象が文章で

詳しく説明され、各ペ

ージに用語解説があ

り、知識習得の工夫が

なされている。 

○「神話が語る国の始ま

り」、「条約改正への苦

闘」、「国家の命運をか

けた日露戦争」など、

メッセージ性のある

タイトルや１時間の

授業構成となってい

る。 

○単元の始めの「導入活

動」では、年表が示さ

れており、そこには小

学校で学んだ人物を

中心に紹介が行われ、

小学校での学習との

つながりがわかりや

すくなっている。 

○単元終わりの「対話と

まとめ図のページ」の

年表と単元の始めの

年表がつながってお

り、単元同士のつなが

りや歴史の流れが捉

えやすくなる工夫が

ある。 

○「古代の文明のまと

め」（p.27）、「鎌倉

新仏教の6大宗教」（p.

82）、「幕府の経済政

策の変遷」（p.136）な

ど、特徴を比較しやす

い表にまとめられて

いる。 

○文章の説明は丁寧で

分かりやすい。 

○1時間ごとの学習のタ

イトル、コラム「もっ

と知りたい」や「知っ

とくポイント」の内容

は、歴史の面白さを感

じさせるものとなっ

ている。 

○同じ用語に関連する

記事がある場合、掲載

ページが追記されて

いる。 

○歴史モノサシが示さ

れ、どの時代を学習し

ているか明示されて

いる。 

○キャラクターのコメ

ントにより、資料を見

る視点や考える視点

が効果的に提示され

ている。 

○単元の終わりに、「調べ学習

のページ」が設定され、資料

から考察しまとめる作業が設

定されている。 

○島根県に関連する資料や事象

も掲載され、島根県への理解

と親しみが深まる内容となっ

ている。 

・国譲り神話と古代人（p.40、

41） 

・日本の世界文化遺産（巻頭

p.2、93） 

・出雲阿国と歌舞伎（p.119） 

・尖閣諸島と竹島の領土編入

（p.173） 

・森鴎外「舞姫」、「高瀬舟」 

（p.203） 

・李承晩ラインと竹島問題

（p.263） 

○人権問題について、江戸時代

の身分制度（p.127）や身分制

度の廃止（p.167）、女性の地

位向上（p.215）、全国水平社

（p.219）が書かれている。 

○1時間の授業ごとに学習

課題が明示されており、

授業の最後にチャレンジ

によって、学習の振り返

りが行えるようになって

いる。 

○単元の終わりには、「復

習問題のページ」があり、

基本用語や地名の確認が

テスト形式で行えるよう

になっており、生徒の自

学自習に活用しやすい。

また、「時代の特徴を考え

るページ」の問題を解く

ことで、時代の特徴をつ

かむとともに、生徒の思

考力・判断力・表現力を育

むことができる。歴史が

苦手な生徒も、「対話とま

とめ図」を読むことで、時

代の特徴を大まかに捉え

ることができる。 

○歴史事象や語句につい

て、詳細に説明されて

おり、知識を深めるこ

とができる。 

○基本用語や地名、大ま

かな時代の特徴など、

歴史が苦手な生徒でも

復習しやすくなってい

る。 

○字の大きさをできるだけ大きくし、読みにくい漢字には、ふりがながふられている。 

○資料（写真・地図・文献など）が可能な限り大きく配置されており、これまでの教科書で扱われていなかった資料が多く掲載され

ている。 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会（歴史） No．７  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｒ 

○文章資料の量がやや

多い。また、本文の

横に重要語句の説明

や時代背景の詳細が

記されている。 

○わかりやすい文章で

書かれており、ふり

がなもふってある。 

○「歴史絵巻」で単元の

歴史の流れがイラス

トでわかりやすく描

かれている。 

○節の問いと各時間の

問いが併記してあ

り、見通しをもって

学習ができる。 

○単元の最初に各時代

の人々の生活がわか

るような資料と質問

が書かれており、こ

れからの学習に興

味・関心を高める工

夫がある。 

○各単元の最初に「虫

の目で見る」という

ページがあり、大き

な資料で生徒の興

味・関心をひくこと

ができる。 

○巻頭で、小学校で学

習した歴史人物につ

いてイラストを使っ

てわかりやすく復習

ができるようになっ

ている。 

○キャラクターのコメ

ントにより、資料を

見る視点や考える視

点が効果的に提示さ

れている。 

○歴史モノサシが示さ

れ、どの時代を学習

しているか明示され

ている。 

○歴史的な見方・考え方を働

かせるための指示や質問が

記載されている。 

○各単元の終わりに、年表や

地図、資料を使って学習を

振り返るようになってお

り、知識の定着を図る工夫

がある。また、時代の特色に

ついて表現する活動によ

り、思考力・判断力・表現力

の育成を図っている。 

○同和問題学習にかかわる内

容が各時代で適切に記載さ

れている。 

・庭園づくりで活躍した河原

者（p.93） 

・江戸時代の身分制度（p.121） 

・全国水平社（p.217） 

○現代社会の課題（少子

化、震災、感染症等）に

ついて、歴史的経緯を

ふまえて考えることが

できる特集ページがあ

る。 

○「歴史ズームイン」で学

習内容をさらに深める

ような特集ページがあ

る。 

○島根県にかかわる資料

が掲載されている。 

・国譲り神話（p.54～55） 

・石見銀山（p.89） 

・森鴎外（p.199） 

・竹島問題（p.257） 

○単元のはじめに大ま

かな流れを示し、単元

末でまとめることが

できる構成になって

いる。 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会（歴史） No．８  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｕ 

○写真などの資料より

も文章の量が多い

が、わかりやすい文

章で書かれており、

読みごたえのある内

容となっている。 

○古事記や日本書紀に

おける天皇の祖先に

ついての記述や、政

治の中心が幕府にあ

った時代でも天皇と

幕府とのかかわりな

ど、詳細な内容が記

述されている。 

○各時間の問い（課題）

があり、本文や資料

を読むことで課題が

解決できるような構

成になっている。 

○章（大単元）の始め

に、主なできごとの

年表と単元にかかわ

る課題があり、章末

に詳細な年表とまと

め学習のページがあ

り、歴史を大観し、ま

とめることができる

ような構成になって

いる。 

○章（大単元）の最初に

学習内容を象徴する

ようなイラストが描

かれている。 

○巻末にはカラー写真

がふんだんに掲載さ

れており、歴史学習

に興味・関心を高め

る工夫がある。 

○巻末に、歴史小説・歴

史漫画が紹介されて

いる。 

○各章の終わりに、まとめ学

習として、各時代の特色に

ついて表現することによ

り、思考力・判断力・表現力

の育成を図っている。 

○巻末に各時代の日本と世界

の様子がわかるような地図

が掲載されており、世界の

歴史との横のつながりがわ

かるようになっている。 

○島根県の歴史にかかわる内

容が記載されている。 

・古事記の国譲り神話（p.39 ） 

○随所にコラムや注釈が

あり、発展的な内容を

扱っている。 

○巻末の「歴史学習の幅

を広げよう」のページ

で歴史学習の方法やそ

の注意点について書か

れている。 

○単元末には、レポート

や新聞の書き方、ディ

スカッションとディベ

ートの違いなどが書か

れており、生徒の思考

力・判断力・表現力を育

成することができるよ

う工夫されている。 

○より深く広い情報が

掲載されており、歴史

が好きな生徒にとっ

て、興味をもって読む

ことができ、歴史学習

をもっと深めたいと

思わせる内容になっ

ている。 

 

 

  



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会（公民） No．１  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適

合 

5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ａ 

・見開きで授業内容が

まとめられおり、内容

を理解しやすい。 

・資料のスペースが大

きくなっていて、文字

の圧迫感がない。 

・重要な内容はイラス

トや注釈を交えて示し

てある。 

・歴史、地理との関連

を示すマークにより、

振り返りが容易にでき

るようにしている。 

・章の最初に小学校で習

ったことを入れ、スムー

ズに各章の学習ができる

ようにしている。 

・探求のステップによっ

て、単元を通しての視点

が書かれている。 

・QRコードでワークシー

トや参考法令、独自のUI

を用いたDーMOVEにアク

セスできる。 

・「チェック」で重要な語

句を抜き出し基礎的な知識

を意識させた後、「トラ

イ」で探求課題に迫るよう

工夫されている。 

・単元の導入で対話形式に

より探求課題を設定し、生

徒の課題意識を高めるよう

工夫されている。 

・QRコードで、自分の習熟

度に応じて学習に取り組め

るよう工夫されている。 

・竹島については、竹島が

不法占拠されるまでの歴史

的な経緯などが示されてお

り、図や写真、新聞の切り

抜き等が示されている。 

・再生可能エネルギーの項

目で、出雲市の風力発電所

が写真資料で紹介されてい

るため、生徒の興味・関心

を高めやすい。 

・章のまとめでは、「確か

めよう」で知識の定着、

「ふり返ろう」で探求課題

の振り返り、「深めよう」

では思考ツールを用いなが

ら発展的な演習課題を行

い、生徒の学習理解に応じ

た家庭学習ができるよう工

夫されている。 

・「もっと知りたい」で、

発展的な内容を扱い、生徒

の興味関心を高めるよう工

夫されている。 

・資料のスペースが大

きく、必要な情報等が

見やすい。 

・QRコードから外部リ

ンクへアクセスできる

ため、発展的な学習に

活用しやすい。 

・学習のまとめが充実

しており、発展的な学

習や家庭学習が行いや

すい。 

・章末ページで、公民

的資質を伸ばすよう工

夫されている。 

・ 「18歳へのステップ」という章末ページを通して、公民的資質を伸ばすよう工夫されている。 

Ｇ 

・色分けや、図説が適

切に扱われており、視

覚的に内容が理解しや

すい。 

・生徒が混乱しやすい

内容は、動画にアクセ

スできるQRコードを掲

載し、わかりやすく説

明されている。 

・文章表記が平易で、

誰でもわかりやすい内

容となっている。 

・各章ごとにSDGsとの関

連がわかりやすく配置さ

れている。 

・「学習のはじめに」で

章の見通しをもち、本時

の「学習課題」で内容を

理解、特設ページで発展

的学習、章末のまとめで

思考力・判断力・表現力

を伸ばす構成となってお

り、系統立てて、学習に

取り組める。 

・各章の初めに、四択の

「語句クイズ」のQRコー

ドが掲載されており、楽

しんで取り組めるよう工

夫されている。 

・わかりやすく見やすい

グラフや資料を用いた問

いによって、生徒の興

味・関心、資料活用能力

を伸ばすよう工夫されて

いる。 

・竹島については、日本の

領土問題と合わせて写真と

説明が掲載されている。次

ページにて、近隣諸国との

外交問題が取り上げられて

いる。 

・地方自治の図版で海士町

が取り上げられており、地

域の抱える課題に対する生

徒の意識が高まりやすい。 

・大田市の企業が章末で紹

介されており、生徒の郷土

に対する誇りが高められ

る。 

・「学習のまとめと表

現」には「まとめワー

ク」のQRコードが掲載さ

れており、家庭学習や発

展学習が行いやすい。ま

た、各節ごとの内容を問

題形式で穴埋めする形に

なっており、学習を振り

返りながら、まとめを行

うよう工夫されている。 

・SDGsとの関連がわか

りやすく配置されてい

るため、持続可能な社

会の創造をめざす意欲

を高めやすい。 

・「学習のまとめと表

現」で各章の内容がま

とめやすく、家庭学習

に取り組みやすい。 

・QRコードによって、

生徒が混乱しやすい内

容を説明している。 

・「持続可能な社会にむけて」という章末ページを通して、社会への関心を高め、主権者として社会参画していこうという意欲を

伸ばすよう工夫されている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会（公民） No．２  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｊ 

・写真資料が大きく、

本文の内容表現も平易

で理解しやすい。 

・資料と本文の配置に

工夫があり、視認性も

高い。 

・QRコードでアクセス

できるページが非常に

使いやすく、理解もし

やすい。 

・小学校、歴史、地理の

既習事項が章の初め、見

開きの下部に記載されて

おり、関連付けしやすい

よう工夫されている。 

・単元の冒頭で写真やイ

ラストを用いて、単元を

貫く問いを設定し、章末

の「学習を振りかえろ

う」で単元を貫く問いを

思考ツールなどを用い

て、わかりやすくまとめ

ることができる。 

・「公民プラス」のコラ

ムで、最近の話題が多く

記載されており、生徒が

興味・関心を持ちやす

い。 

・掲載資料の活用の視点

を示すことで、学習がし

やすくなっている。 

・「アクティブ公民」で

シュミレーション型の課

題を設定することで、具

体的でわかりやすく、興

味を持って学習に取り組

むことができる。 

・竹島については、位置が地

図で示してあるほか、注釈で

サンフランシスコ平和条約締

結の際のいきさつが示されて

いる。 

・QRコードの他分野リンクを

利用することによって、歴史

教科書の記述を確認し、竹島

問題について学ぶことができ

るよう工夫がされている。 

・「地図帳活用」のアイコン

で竹島の位置を詳しく確認で

きる。 

・QRコードにアクセスす

ることで、多くの思考ツ

ールについての動画を閲

覧することができるた

め、自分の考えをまとめ

やすい。 

・各章末にある「アクテ

ィブ公民」のページによ

って、身近な課題につい

て話し合う発展的な学習

ができるようになってい

る。 

・写真資料が大きく、

本文の内容表現も平易

で視野性も高いため、

教科書の内容を理解し

やすい。 

・QRコードでアクセス

できるページが便利

で、タブレットを使っ

た学習が行いやすい。 

・社会参画を疑似体験

できるよう工夫されて

いる。 

・「地図帳活用」のア

イコンで地図帳が日々

の学習で活用できるよ

うにされている。 「未来に向けて」というページでSDGsへの意識を高めるよう工夫されている。地図帳が活用できるよう「地図帳活用」のアイコン

が準備されている。 

Ｏ 

・写真やイラストの資

料が学習内容を理解し

やすい。 

・ユニバーサルデザイ

ンフォントが使用され

ており、読み取りやす

い 

・本文の平易な表現や

丁寧な記述で、生徒の

学習がしやすくなって

いる。 

・主体的・対話的で深い

学びを実現するため、見

開きページに「学習課

題」重要語句の「見方・

考え方」を示している。 

・各ページの下部に1時

間の学習で意識してほし

い節の問いや他分野との

関連を示し、思考が深ま

るよう工夫されている。 

・「公民＋α」や「アク

ティビティ」で時事ネタ

やコラムなどを掲載し、

関心や意欲を高めるよう

工夫されている。 

・特設ページで実際に点

字を記載するなど工夫さ

れている。 

・QRコンテンツによる動

画視聴により、興味や関

心が高まるよう工夫され

ている。 

・竹島については、日本の領

土をめぐる問題のページで写

真とともに掲載されており、

国際司法裁判所での解決を提

案していること、韓国がそれ

を拒否していることについて

示してある。次ページでは、

領土問題を抱える地域が紹介

されており、竹島の日の式典

の様子が掲載されている。 

・各ページに掲載されて

いるQRコードを利用して

小テストに取り組むこと

で、家庭学習の定着がは

かれる。 

・本文の内容が理解しや

すいように学習課題に応

じた「確認」「表現」の

問いが準備されている。 

・本文の平易な表現や

丁寧な記述で、生徒の

学習がしやすい。 

・「公民＋α」など、

時事ネタや教材が多く

掲載されている。 

・各見開きにQRコード

が用意されており、学

習に活用しやすい。 

・自らの人生を主体的

に切り拓く力を伸ばす

よう工夫されている。 

「明日に向かって」という特設ページを通して、自らの人生を主体的に切り拓く力を伸ばすよう工夫されている。 

「アクティビティ」というコラムを通して、資料の読み取りや協働的な学習が効果的にできるよう工夫されている。 

  



選  定  に  必  要  な  資  料 

社会（公民） No．３  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｑ 

・図表がとても単純

で、資料を読み取るこ

とが苦手な生徒でも読

み取りやすい。 

・各ページの余白が多

く、内容量の圧迫感を

生徒に与えない。 

・学習内容を必要なこ

とだけに絞ることによ

って、知識の定着がし

やすいようになってい

る。 

・見開きごとの写真やデ

ータが少なめに構成され

ており、教科書の本文に

集中しやすいよう工夫さ

れている。 

・「学習のまとめ」と発

展のページで最重要語句

の確認や字数制限を設け

た課題により、思考力や

表現力が身に付けられる

よう工夫されている。 

・「もっと知りたい」で

は、見開きで今日的な課

題について詳しく取り上

げ、生徒の興味・関心を

高める教材が多く取り上

げられている。 

・「アクティブに深めよ

う」では、思考力・判断

力・表現力を伸ばすため

の課題が簡潔に示され、

誰でも取り組みやすいよ

うになっている。 

・竹島については、竹島がわ

が国古来の領土であることに

加え、韓国政府の見解や、日

本が国際司法裁判所へ提訴し

ているが、韓国政府が応じて

いないことなど詳しく記述さ

れている。 

・2016年参議院選挙から合区

が採用されたことと特定枠に

ついて側注解説で扱い、選挙

制度に対する問題提起を行っ

ている。 

・章の終わりの「学習の

まとめと発展」で重要語

句が一覧にまとめられて

おり、家庭学習に活用し

やすい。また、小論文形

式の発展課題も設定さ

れ、発展的な学習が家庭

で行いやすいようになっ

ている。 

・終章では、まとめの学

習として卒業論文をつく

る発展課題やディベート

課題が設定されている。 

・見開きごとの資料が

精選してあり、生徒が

学習に集中しやすいよ

う工夫されている。 

・文字の大きさが大き

めで、非常に視認性が

高い。 

・「もっと知りたい」

において、様々な時事

問題が取り上げられて

おり、発展的な学習に

取り組みやすい構成に

なっている。 

天皇の役割、自衛隊と日米安全保障条約・集団的自衛権について、など、有権者として理解しておかなくてはいけない現代的課題

や歴史的課題について大きく取り上げている 

Ｒ 

・図表グラフ資料がと

ても工夫されていて、

わかりやすく、学習内

容の理解を助けるよう

工夫されている。 

・各ページの資料が大

きく、本文の量が少な

い。生徒の負担感は少

なく構成されてある。

知識量ではなく、基本

的な学習内容を理解す

ることに重点を置いて

いる。 

・小単元ごとに章の課題

「入り口」、節の課題、

章の最後には学びを深め

る「これから」で構成さ

れており、問題解決型の

学習を実現する構成にな

っている。 

・「学習を深めよう」で

は、今日的な課題につい

て取り上げてあり、グラ

フや写真が効果的に活用

されている。 

 

・「入り口」では、視覚

教材やデータなどが効果

的に取り入れられてお

り、生徒が学習への興

味・関心をもちやすい。 

・「学習を深めよう」の

コラムで、国や地域の抱

える課題や人権問題に生

徒が興味・関心をもてる

よう丁寧に扱っている。 

・日本の領土をめぐる問題で

竹島、北方領土についての特

集ページが設定されており、

領土問題について、生徒が深

く考えられるような構成にな

っている。 

・「やってみよう」で

は、裁判員制度など解決

の難しい課題が設定され

ており、発展的な学習が

できるような教材が用意

されている。 

・「よりよい社会をめざ

して」の単元で課題探求

レポート作成の手順を丁

寧に示し、発展的な学習

が取り組みやすいように

している。 

 

・図表グラフ資料がと

ても工夫されていて、

わかりやすい。 

・知識量ではなく、基

本的な学習内容を理解

することに重点を置い

ている。 

・課題探求レポート作

成の手順を丁寧に示

し、発展的な学習が取

り組みやすいようにし

ている。 

・領土の問題・拉致問

題・人権問題を丁寧に

扱っている。 領土の問題・拉致問題・人権問題を大きく取り上げている。 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

地 図 No．１  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ａ 

・各単元の課題にせまるための問い

（ビーズアイ）や資料を活用する問

題が掲載されており、順序だてて課

題に迫れる。（p.16、24、40など） 

・ビーズアイの問いが本時の振り返

りや復習できるものもあれば、グル

ープで追及できる課題もあり、多様

な学習を展開できる。知識、技能と

思考・判断両面の育成が図られる。

（p.14、17） 

「植物の景観の変化」など、細かな

情報まで記載されており、幅広い知

識の定着に有効である。（P12） 

・教科書で履修する順番

に合わせて項目が構成さ

れている（アジア→ヨー

ロッパ→アフリカ…） 

・「ジャンプ」項目と照ら

し合わせて資料を比較し

たり、多様な視点からそ

の資料の事象に迫れる工

夫がされている。 

・豊富なデータがあり、

変化を読み取りやすい資

料も掲載されている。イ

ラストと写真が並べて掲

載されており、イメージ

しやすい（p.136、141）。 

・デジタル地球儀やデジ

タルマップ、気候景観の

活用で、位置や地形など

を空間的により詳しくと

らえることができ、イメ

ージしやすい。 

・「日本の周辺」では最端の島だ

けでなく、領土問題に関する記述

や写真も掲載されている。竹島の

位置や情報を写真とともに詳し

く紹介してあるため、領土問題へ

の意識を高める工夫がされてい

る。（p.171、172） 

・地域的特色や他地域との違いを

読み取らせる資料がのっている

ため、単元の学習課題に迫りやす

い。 

・QRコンテンツは生徒が自身の

タブレットを活用して自分で知

りたい情報を収集でき、単元の

まとめや調べ学習ができる。 

・QRコンテンツは本時の振り返

りや復習を行える問題もあり、

家庭でも簡単に自学に取り組む

ことができる。 

・QRコンテンツが地図に親し

み、生活の中で地図を活用する

場面や意義を考えさせることが

できるため、学習意欲を高める。 

・知識技能の定着に向け

て、多種多様な資料やデー

タが豊富。 

・QRコードによる生徒の理

解を手助けするコンテン

ツが豊富にあり、家庭学習

や授業の振り返りをしや

すい。 

・各単元の課題に資料を活

用して迫れるようなテー

マが設定されており、課題

解決学習にむけた様々な

学習形態に対応できる。

（個別⇔協調） 
 

Ｊ 

・地図帳の使い方が最初に丁寧

に詳しく説明されている。小学

校での既習事項を確認する項

目もあり、スムーズに中学校の

学習へ進める。 

・土地利用や地図記号などが各

ページに記載されており、使い

やすい。 

・日本の対蹠点や日本の同緯度

の位置を示すなど、思考力を高

め、位置関係を理解しやすい。 

・もくじにSDGsや歴史公民の分

野で活用できるページが記載

されており、見通しをもって他

分野と関連付けた授業ができ

る。 

 

・教科書をみなくても地図帳で

教科書の内容や追究課題が網羅

できる（p.157～158） 

・統計資料の数字や地名が色分

けしてあり、共通点や類似点を

みつけやすい。 

・日本、世界の「農林水産物」、

「鉱山資源・工業製品」などの

グラフがわけて示されており、

生徒が見やすい工夫がされてい

る。（p.180～182） 

・歴史的な視点からも各地域の

特色を見られるように、その地

域の歴史に関する資料や地図中

にも歴史的事件が起きた場所、

船の航路などが掲載されてい

る。（p.89、93） 

・文字、色のバランスや

背景などが見やすい。土

地の起伏や高低が微妙に

違う色分けで表現されて

いる。（色見が薄い） 

・平面の地図だけではイ

メージしにくいが、鳥観

図と並べて記載されてい

ることで、立体的に地形

や位置を視覚的に読み取

りやすい。（p.29～30、p.

47、p.65～66） 

・「地図で発見」にチェッ

ク項目があり、学習内容

も確認とともに、生徒が

達成感を持つことができ

る。 

・SDGsとのつながりを感じなが

ら資料の読み取りや考察を行う

ことができる。（p.8～14、159

～162） 

・「地図で発見」は比較的読み

取りやすいものや、自分の生活

に根差した問いが多いので、授

業の導入に利用しやすく、主体

的な学習を促す（宿題にして導

入で聞くとよい）。 

・個人でも取り組めるものとグ

ループで調べ学習できる課題と

があり、授業後半の発展的な学

習にも応用できる。 

・資料を使って追究できる課題が設定され

ており、現状や原因、取り組みなどが紹介さ

れているため、調べ学習や協調学習などに

取り組みやすい。（p.9～10） 

・台風や発生する仕組みや地震のメカニズ

ムがイラストで示されているためイメージ

しやすく、他教科の既習事項を振り返りな

がら関連付けて学習を進めることができ

る。 

・写真やイラストを使って、日本の各地域で

起こりうる（起きた）災害の被害やその対策

を詳しく紹介してあり、防災学習の充実を

図れる。 

・QRコンテンツ中の「NHK for school」と

リンクした動画を使用して、振り返りやま

とめに取り組ませることができる。 

・内容も精選されており、

デザインや色彩などにお

いても視覚的にみやすい。 

・統計の数値が正確であ

り、より正確なデータの収

集ができる。 

・テーマごとにページが設

定されており、公民や歴史

分野でも活用しやすい。地

図帳単体として使うわけ

ではなく、他分野でも活用

が期待できる。→思考力な

どがはぐくみやすい。 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

数 学 No．１  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ａ 

○「大切にしたい数学の

学び方」や「この本の構

成と使い方」では、生徒

が見通しをもち、主体的

に学習できるように教

科書の使い方が丁寧に

記載されている。(1年巻

頭-10) 

○章末の問題はA、Bの2

段階で構成されている。

また、本文の練習問題等

は生徒の主体性に合わ

せて問題量を追加し、個

別最適な学びにも対応

できるよう配慮されて

いる。 

(2年p.52～56) 

○章や節の最初に、これ

からの学習と関連した

日常の課題が示され、解

決の見通しをもたせ、章

や節の学習につながる

ように配慮されている。 

(3年p.69、85) 

○学習内容の系統性を

重視し、スパイラルな学

習や、円滑な指導が行え

るよう内容の配列が工

夫されている。 

(1年p.11～18) 

 

 

○「数学のまど」「数学

×仕事」では、身の回り

の具体物の写真を使い、

数学と日常生活が関連

付けられ、生徒の興味・

関心が高まるように工

夫されている。 

(2年p.89～91) 

○「深い学び」では、活

用問題が設けられ、問題

解決の過程に沿って、生

徒が自ら考え、対話を通

して考えを深める授業

が展開できるように配

慮されている。 

(3年p.149) 

○仕事の中で数学を活用してい

る人を紹介し、生徒も数学を用

いた日常の問題解決を体験でき

るように工夫されている。 

(3年p.122～123) 

○「活用の問題」「数学の自由

研究」などでは、身の回りの題

材を取り上げ、数学の必要性や

有用性が実感できるような工夫

がされている。 

(2年p.56、94、233) 

〇QRコードを読み取ると、47都

道府県ごとの紙面とデジタルマ

ップを利用して、自分の住んで

いる地域の題材を使った授業が

できる。(1年p.192) 

○巻末に、各章の学習で働

かせた数学的な見方・考え

方をふり返るコーナーを設

定し、既習事項を確認でき

るように工夫されている。

(2年p.194～201) 

○「もっと数学をつなげよ

う」には、「学びのベース

/学びのマップ」「ふり返り

/補充の問題」が設けられ、

生徒一人ひとりに合わせた

学習が展開できるように配

慮されている。 

(1年p.249～307) 

○マークや色分けによっ

て内容や難易度をとらえ

ることができ、キャラク

ターからのアドバイス

で、生徒が問題解決の見

通しをもつことができる

ように配慮されている。 

(3年p.8～10) 

○学習のめあてや解決ま

での過程が具体的に示さ

れており、生徒が目的意

識や見通しをもって学習

できるように配慮されて

いる。(1年p.12～13) 

〇授業を想定したQRコンテンツが多数掲載（１７５２種類）されており、「授業」や「自学自習」に活用できる。 

Ｂ 

○問の横にプラス・ワン

がある設問があり、習熟

度に応じた問題演習が

できる。 

○学習項目のところに

めあてが提示してあり、

何をゴールにして学ぶ

のかがわかりやすく示

されている。 

○MATHFULというコラム

で数学的な話題が多く

取り上げられており、学

習への興味・関心の向上

につながる。 

○他教科との関連を意

識した例題や問題が多

く取り上げられている。 

○たしかめようのページでは、

学習したページが横に書いてあ

り、どこで学んだのかが確認し

やすいようになっている。 

○下学年のまとめやふり返

りに多くのページが割かれ

ており、復習しやすい。 

○巻頭に数学の学習の流

れが示されており、各章

ではそれに沿った課題が

設定してあり、問題解決

の力を高めることができ

る。 

○QRコードを読み込むことでデジタルコンテンツを閲覧できる。紙面よりも詳しい内容になっている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

数 学 No．２  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｅ 

〇およそ1単位時間の最

初において「Q」が設定

されている。その時間の

中心となる学習課題と

その解決へ向かうため

の指示が示されており、

生徒が見通しをもって

取り組めるような工夫

がされている。 

〇各単元のはじめには、

単元を貫く問いが平易

な言葉で示されており、

生徒がその問いを解決

するために学んでいけ

るような構成になって

いる。 

〇各小単元の最後には、

次の小単元に繋がる「次

の課題へ！」が示されて

おり、学びが連続する工

夫がされている。 

〇各章末にある「活用」

「深めよう」では、SDGs

や防災など、現代的な諸

課題の中にある数学を

取り上げており、生徒の

興味・関心への工夫がさ

れている。 

〇それぞれの「Q」（学習課題）

には「見方・考え方」として、

課題を解決するために働かせる

数学的な見方・考え方が示され

ている。 

〇島根県に関連する写真が掲載

されており、実物をイメージし

やすくなっている。（例：1年p.

204 空間図形：仁摩サンドミュ

ージアム） 

〇巻末には「さらなる数学

へ」があり、学習した内容

に関連する身近な疑問や数

学の歴史等について取り上

げ、発展的な学習が行える

工夫がされている。 

〇全体的に、問いを見つ

けること、そしてその問

いを連続させることに重

点を置いた構成になって

いる。（「節のとびら」で

疑問発見→疑問を数学化

した「Q」→「次の課題

へ！」で新たな疑問を発

見） 

〇多種多様なQRコンテンツが掲載されている。作図の仕方などを見ることができる「アニメーション」や自分で操作できる「活動」、

間違いやすい問題の注意点を示した「パトロール隊」、教科書に示した解答とは異なる「別の解き方」など、コンテンツを活用しな

がら学習が進められるような工夫がされている。 

Ｇ 

○「学びのマップ」が用

意されており、前学年ま

でにどの内容をいつ学

習したのかがわかるよ

うになっている。 

○小中、中高のつながり

を意識した内容が多い。 

○巻頭に学習の流れが

示されていて、見通しを

もって学習に取り組み

やすい。 

○章の最初には既習事

項の確認が、最後には学

習事項の確認が穴埋め

形式で用意されていて、

復習がしやすい。 

○各章の扉絵には内容

に関連する写真が使わ

れていて、興味をもちや

すい。 

○数学的な見方・考え方が具体

例とともに載っていて、何を意

識すればよいかがわかりやす

い。 

〇数学しごと人として数学を活

用している人のインタビューが

あり、数学を学ぶことの有用性

に気づかせている。 

○高等学校で学ぶような発

展的な内容が多く掲載され

ており、個人の興味によっ

て学習できる。 

○章末問題には◎〇△が書

いてあり、各自の理解度が

わかるようになっている。 

〇章内や章末の「数学の

広場」では、学習内容を広

げたり、深めたりするコ

ラム等を掲載し、生徒が

数学の有用性や実社会と

のつながりを意識できる

よう工夫されている。 

〇複雑な設定の設問や図形、グラフなどにはQRコード（全288種類）がついており、デジタルコンテンツを確認することができるよ

うになっている。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

数 学 No．３  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｌ 

〇問いの横に補充問題

の表示があり、更に各ペ

ージ下のQRコードを読

み取れば問題が表示さ

れるので、生徒の様々な

学習状況に対応する工

夫がなされている。 

 

〇問題以外に「話し合お

う」「説明しよう」「ま

とめよう」など、数学に

おける言語活動が充実

するような工夫がある。 

〇「数学ライブラリー」

などで、学習内容と関連

のある身近な題材を取

り上げている。（例：1年

p.68「小型犬の年齢と人

間の年齢」、2年p.74「A

EDの重要性がわかるグ

ラフ」） 

〇「逆向きに考える」「条件を

かえる」など、数学的な見方・

考え方を働かせる指標が示され

ている。 

〇島根県に関連する写真が掲載

されており、実物をイメージし

やすくなっている。（例：1年p.

182 空間図形：仁摩サンドミュ

ージアム） 

〇巻末には、各単元の学び

を数学の世界や身の回りで

活用する課題を掲載した

「学びをいかそう」があり、

SDGsや消費者教育等の今日

的な学習、教科横断的な学

習を進めるための工夫があ

る。 

〇巻末「数学広場」には、

下学年の内容の復習から発

展的な内容まで、幅広い問

題が掲載されている。 

〇章末問題は、基礎・基本

を中心とした「学びを確

かめよう」と、発展的な内

容を含んだ「学びを身に

つけよう」に分かれ、それ

ぞれ2ページに渡って豊

富に問題が掲載されてい

る。それにより、生徒がそ

れぞれの習熟度に応じて

取り組み、単元で学習し

た内容を深められるよう

工夫されている。 

〇QRコンテンツが1,384種類と充実している。図形や立体を動かしながら成り立つ性質を予想する等のシミュレーションコンテン

ツ、作図の方法や問題の解説等の動画コンテンツ、学習事項に関連したプログラミングコンテンツなどがある。 

Ｎ 

○学習の進め方やノー

トのつくり方が丁寧に

書いてあり、学習を始め

るにあたり指導しやす

い。 

○章の最初に既習事項

の確認のページがあり、

関連性が強い事項を確

認できるようになって

いる。 

○考える場面では、先生

と生徒の会話や生徒同

士の会話を吹き出しと

して表すことで、より思

考の流れがわかりやす

くなっている。 

○各章末には活用の問

題があり、身近なものへ

の応用する場面が設定

されている。 

○各章の最初では、日常

の活用場面から考える

構成となっており、これ

からの学習する内容へ

の興味・関心を高められ

るようになっている。 

○仁摩サンドミュージアムの写

真が使われている。（1年p.190） 

○後見返しに学びの自己評価が

できるページがあり、授業など

でつけたい力を確認しやすい。 

○巻末のまとめが下学年の

まとめと比較できるように

なっており、復習するとき

に使いやすい。 

○巻末の数学旅行では、

数学を仕事で活用してい

る人のインタビューや、

数学にまつわるトピック

も多く、コラムが充実し

ている。 

○QRコンテンツが502種類と多数あり、自分で図形を操作できたり、実験を動画で見たりできるなど、理解を深めることができる。 



選  定  に  必  要  な  資  料 

数 学 No．４  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

О 

○見開き2ページを1つ

の小節とすることを基

本とし、学習課題、めあ

てを示し、生徒が見通し

をもって学習できるよ

うに配慮されている。 

(2年p.42～43) 

○「問」や節末の「基本

問題」は、「例」と同程

度の問題となっており、

基礎的・基本的な内容が

確実に定着するように

配慮されている。 

(3年p.23～24) 

○各章の直前に「次の章

を学ぶ前に」という復習

問題のページが設けて

あり、既習事項の確認と

次の学習への準備がで

きる構成となっている。

(1年p.57) 

○「学び合おう」では、

日常生活や社会の事象

から問題を見いだし、解

決する過程を丁寧に示

しており、主体的・対話

的で深い学びとなるよ

うに工夫されている。(2

年p.111～113) 

○各章のはじめには、実

生活の場面を表す写真

やイラストとそれに関

連したシンプルな疑問

が吹き出しで掲載され、

これからはじまる学習

への興味・関心を高める

ことができるように工

夫されている。(3年p.12

～13) 

○「数学のたんけん」で

は、既習事項に関連した

話題などを掲載し、知識

を補充しながら、興味・

関心を高めることがで

きるように工夫されて

いる。 

(1年p.29) 

○まちがいやすい問題では、「ま

ちがいの例」を提示し、どこが

まちがっているかを説明するこ

とで、学びに向かう力を育てる

ような工夫がされている。 

(1年p.79) 

○「身近なことがら」、巻末の

「数学マイトライ」では、実生

活、他教科、歴史、SDGs等に関

連する数学の内容を取り上げ、

生徒が数学の有用性やおもしろ

さを感じることができるように

工夫されている(2年p.201～21

5) 

○巻末に「補充問題」「総

合問題」「活用の問題」「ス

テップアップ」が設けられ

ており、生徒一人ひとりの

学習状況に応じて取り組む

ことができるように配慮さ

れている。 

(3年p.234～261) 

○「数学研究室」は、生徒

が興味をもって課題学習や

調べ学習に取り組むことが

できるように工夫されてい

る。(1年p.252～259) 

○切り離してノートに貼

ることもできる「ふり返

りシート」「対話シート」

が巻末に用意されてお

り、協働的な学びを通し

て、考えを深めることが

できるように工夫されて

いる。(2年p.245～259) 

○学習過程で働かせる数

学的な見方・考え方を「大

切な見方・考え方」として

教科書余白に記載し、生

徒が意識して繰り返し活

用できるように工夫され

ている。 

(1年p.99) 

○学びを支えるQRコンテンツが掲載（391種類）されており、「授業」や「家庭学習」に活用できる。 

 

  



選  定  に  必  要  な  資  料 

理 科 No．１  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ａ 

・学びのフローチャートを確認

することにより全体の中で、今

どの活動を行っているか確認

できるようになっている。 

・実験観察器具の基本操作がそ

れぞれまとめてあり，実験に必

要な技能の確認ができる。 

・必要な場面で、実験，観察結

果をまとめる方法（レポート，

グラフなど）も示されている。 

・実験，観察を安全に実施する

ための注意点などがわかりや

すい。 

・実験では実験手順のＱＲコー

ドがあり、注意点など動画でみ

ることができ、視覚的にもわか

りやすく、実験操作に説明時間

を割きすぎず、実験の考察時間

を確保できる。 

・実際は実験しない酸化銀の資

料動画もあり、生徒の理解が進

む内容となっている。 

・「じっくり探究」が設けてあ

り、探究のしかたを意識して学

習ができる。 

・実験・観察が1ページ、ま

たは見開き1ページにまと

めてあり、見通しをもって

実験・観察に取り組むこと

ができる。 

・各学習内容で、「これまで

に学んだこと」が示さされ

ており、既習事項との関連

がわかりやすい。 

・章のはじめには、章を貫く

問いBefore＆Afterがあり、

生徒が学習で学んだことを

実感できる構成になってい

る。 

・各節の導入部の「レッツス

タート！」で問題発見をし、

実験や観察を経て振り返

り、活用という配列に学習

の流れが構成されており、

生徒の主体性を高め、見通

しをもって学習に取り組め

るようになっている。 

 

・以前に比べ、イラストや写

真が大きくなり、レイアウ

トが大変工夫されている。 

・各単元「この単元で学ぶこ

と」で身近な環境を図で示

してあり、学習内容の見通

しがもちやすく、生活との

つながりも意識しやすい。 

・QRコンテンツが豊富であ

る。 

1年163ヶ所（252個） 

2年200ヶ所（255個） 

3年198ヶ所（243個） 

・ペーパークラフトを制作

することで楽しく学ぶこと

ができる。(巻末) 

・ジオパークへ行こうで、知夫赤壁

や、れき岩が見られるところで浜田

市、たたら製鉄で雲南市が紹介され

ており、興味関心がもてるように工

夫されている。 

・理科の見方、考え方を具体的に示し

てあり、学びが深まりやすい。 

・学習事項が日常生活同関連してい

るのか、利用されているのか【まちな

か科学】として紹介してある。 

・学年ごとに特色がある。1年は問題

を見出す力、2年は解決する方法を立

案する力、3年は科学的に判断する

力。3年間で資質能力の育成をしてい

く構成になっている。 

・学習内容の整理と記載ページ

がまとめてあり、家庭学習での

自主学習や復習に役立つ。 

・「学びを生活や社会に広げよ

う」では、学習した内容と身の

回りの事象と結びつけて考える

ことができる。 

・章内の例題・練習から章末の

活用問題までステップアップし

ながら学力向上をめざしてい

る。 

・物質どうしの質量の割合のと

ころでは、数学で学んだ比例式

の利用など他教科の既習事項の

関連が図られている。 

・学びのフローチャートを確

認することにより全体の中

で、今どの活動を行っている

か確認できるようになってい

る。 

・章内の例題・練習から章末の

活用問題までステップアップ

しながら学力向上をめざして

いる。 

・「じっくり探究」が設けてあ

り、探究のしかたを意識して

学習ができる。 

・以前に比べ、イラストや写真

が大きくなり、レイアウトが

大変工夫されている。 

教科書の判型が変更されたが、教科書自体は以前のものより軽量化されている。 

実験・観察で利用していた器具，教材がほとんど変更されていないため、新規に購入する必要がほとんどない。（1年） 

 
 



選  定  に  必  要  な  資  料 

理科 No．２  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｂ 

・実験結果が、補助線

や写真を効果的に使っ

ているため、理解しや

すい内容になってい

る。（3年p.18、22） 

・色づかいが、色覚の

多様性に配慮されてい

る。 

・実験，観察器具の基

本操作がそれぞれまと

めてあり，実験に必要

な技能の確認ができ

る。 

・挿絵の生徒の対話形

式がヒントになり、探

究しやすい、考えやす

い内容である。 

・各章の始めに「これ

までに学習したこと」

「これから学習するこ

と」があり、学習をスタ

ートさせやすくなり、

また見通せるものにな

っている。 

・単元末に「読解力」問

題が設定されており、

思考力を高め言語活動

の充実が図れる内容に

なっている。 

・探究の過程に沿った

学習が充実している。

学年ごとに重視したい

探究の項目が分かれて

おり、3年間で力がつけ

られるような工夫があ

る。 

・「生物の移り変わり」の

図が見開き1ページにま

とめてあり、興味関心を

もたせる工夫になってい

る。 

・つながる×sciencepre

ssでは、単元と、現代の科

学や歴史とのつながりが

わかり、興味をもたせる

工夫をしている。 

・指標生物が実物大のも

のが多く、生物がイメー

ジしやすくなっている。 

・写真やカラーの図が多

く、学習している内容等

が視覚で捉えやすい。 

・2年のコイルのつくる

磁界では鉄粉をまいた後

の磁界の模様をつくるコ

ツ（たたき方）もあり、生

徒はやってみたいという

意欲につながると思う。 

・国による電圧や周波数

の違いが（2年p.209）にあ

り国際理解につながる。 

・結果の例を活用することで、

データ処理がスムーズに行え

る。 

・「発展」の内容は、日常生活

や世界とのつながりが話題に

なっており、関心が広がるも

のになっている。 

・日御碕（出雲市）の流紋岩の

地形、世界ジオパークで隠岐

が掲載（1年） 

・大地の変化の・自然観察スポ

ット集があり、生物・大地の変

化の学習では都道府県名から

検索できるようになってい

る。 

・3年間の学習のまとめを

示しているので、学習を

継続的に進めていくこと

ができる。 

・「くらしの中の理科」で

は、学習内容と生活との

つながりを考えることが

できる。 

・WEBテストのコンテンツ

があり、家庭学習などに

利用でき、取り組みやす

い。 

・WEBコンテンツ3年間で1

02個 

・各章の始めに「これま

でに学習したこと」「こ

れから学習すること」が

あり、学習をスタートさ

せやすくなり、また見通

せるものになっている。 

・単元末に「読解力」問

題が設定されており、思

考力を高め言語活動の

充実が図れる内容にな

っている。 

 

 
 



選  定  に  必  要  な  資  料 

理 科 No．３  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｅ 

・探究の内容では、実験

方法から考察までが見

開き1ページになってお

り、写真を見ながら実験

が行えるように工夫さ

れている。 

・すべての教科書紙面

が WEB ページにあり、ミ

ライ教科書という。ルビ

付きや多言語にも対応

しユニバーサルデザイ

ンが意識されている。 

・探究的な学習が進む

よう「理路整然」にまと

められているので、生徒

もどのように考えたら

よいか、取り組みやす

い。 

・実験観察器具の基本

操作が、教科書終わりの

補充資料にまとめてあ

り、各操作をまとめて確

認しやすい。 

・「振り返ろう・つなげ

よう」で、既習内容が一

覧表になっていたり、

単元の目標がチェック

リストになっていたり

するので、見通しをも

って学習に取組める工

夫がなされている。 

・実験や観察について

は、手順が写真で説明

があり、教員も説明し

やすく、生徒にも分か

りやすい。写真も大き

く見やすい。 

・探究の進め方（気づ

き→課題設定→仮説･

→･･･）が、それぞれの

学習内容において、わ

かりやすく表示してあ

る。 

・各学年巻末に補充資

料が載っており、実験

器具の説明や、資料、発

展的内容が載っており

主体的な学習できる工

夫がされている。 

・なぜ、理科を学ぶの

かというシンプルな問

いにイラストで分かり

やすく説明があり、根

拠を示して、判断する

ことの物事の本質を示

している。 

・探究の気づきでは､

身近な事象の画像を示

してあるので、関心を

もちやすい。 

・外来種の記述で、世界→日

本、日本→世界の記述があり、

今日的な課題を追求する学習

につながる工夫がなされてい

る。 

・単元のはじめに「Can-Do-Li

st」があり、「どのように学び

に向かうか」「どのような知識

や技能をみにつけるか」「理解

していることをどのように使

うのか」を確認してから学習

に取り組める。 

・「この時間の見方・考え方」

の例がページ下部に示されて

いて、各時間の課題に対して、

どのように「見方・考え方」を

はたらかせていくのかヒント

になる。 

・川で堆積した土砂として出

雲市が掲載されている。（1年） 

・気づき・仮説・計画など、

いくつかの例が提示して

あるため、自ら課題を見

つけ、学習を継続して進

めていくための工夫がな

されている。 

・ミライ教科書ではチャ

ットの機能があり、家庭

学習の手助けとなる。 

・各ページのQRコードか

ら、教科書本文に沿ったN

HK for schoolがリンク

してあり、家庭学習がし

やすい。 

・教科書終わりの補充資

料で、学習した内容に関

する「全国学力学習状況

調査」「高校入試」の問題

にも挑戦できる。 

・なぜ、理科を学ぶのか

というシンプルな問い

にイラストで分かりや

すく説明があり、根拠を

示して、判断することの

物事の本質を示してい

る。 

・各単元において「Can-

Do List」で、身につけた

い資質・能力が大まかに

まとめてあるので、導入

時や単元のふり返りで

活用できる。 

 

 
 



選  定  に  必  要  な  資  料 

理 科 No．４  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｇ 

・各学年の巻末に、基

礎技能や理科で使う算

数・数学の内容が掲載

されているため、実験

や考察が円滑に行える

工夫がなされている。 

・字の間が大きくとら

れていて､読みやすい。 

・重要語句が赤字（オ

レンジ色）で示されて

いる。 

・実験，観察を安全に

実施するための注意点

や、基本操作などがま

とめてある。 

・探究の進め方が疑

問・課題・仮説・計画・

実験・考察・結論に沿

って分かりやすい工夫

がある。 

・「探究の進め方」が折

り込みになっており、

いつでも確認できるた

め、今どの学習段階に

いるか確認できる。 

・実験観察の結果を教

科書に記述することが

できる。 

・教員が必要に応じて

利用できるまなびリン

ク＋があり、生徒の実

態に応じた最適なコン

テンツを提示できる。 

・大きく鮮明な写真が

使用されており、視覚

に訴える工夫がなされ

ている。 

・各章のはじめに「こ

れまでの学習」が記さ

れていて、既習事項等

のつながりが意識しや

すい。 

・ハローサイエンスで

科学の話題を紹介して

おり、興味・関心を持た

せる工夫がある。 

・まなびリンクのコン

テンツが豊富である。 

1年120点 

2年108点 

3年120点 

・日本で起こりうる災害が見

開き1ページにイラストで説

明してあるため、自分たちの

まわりで起こりうる災害につ

いて主体的に学習に取り組む

ことができる。 

・「ハローサイエンス」で、科

学の歴史や話題が紹介されて

いて、学習内容とのつながり

がわかりやすい。 

・p.54ハローサイエンスにた

たら製鉄のことが載っている

（島根県の記載はない） 

・単元末に「基礎問題」、

巻末に「学年末総合問題」

が掲載されており、家庭

学習に生かされる内容に

なっている。 

・解説つきの「例題・練習」

から章末の活用問題まで

ステップアップしながら

学力向上をめざしてい

る。（まなびリンク） 

・章末・単元末に基本問

題・活用問題など5段階の

問題があり、学力定着の

工夫がされている。 

・「ハローサイエンス」

で、科学の歴史や話題が

紹介されていて、学習内

容とのつながりがわか

りやすい。 

 

 
 



選  定  に  必  要  な  資  料 

理 科 No．５  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｌ 

・1年生p.126～133ま

でのサイエンス資料2

は、今後活用する実験

器具の使い方や注意事

項がまとめてあり活用

しやすい内容になって

いる。 

・不思議からはじまる

単元導入と章導入で理

科への興味を持たせる

工夫がある。 

・Action―活用してみ

ようの項目は、学んだ

ことをまとめる内容に

なっており、言語活動

の充実を図る工夫がな

されている。 

・各単元に1つ探究し

やすい題材を選んで

「探Q実験」があり、生

徒が主体的に探究でき

るようになっている。 

・「探Q実験」には発表

スライドのひな形ＱＲ

コードから読みとれ、

パワーポイントで作成

し、まとめができるよ

うになっている。 

・1年p.66の大地の変化の写

真は、前後の写真があり大

変わかりやすくなってい

る。 

・p.99の写真は地層のはぎ

取り調査の写真があり、生

徒の興味関心をひくものと

なっている。 

・各章のはじめページの「つ

ながる学び」で今までの学

習を確認できるのでスムー

ズに学習に取り組める。 

・単元の導入ページでは、

「学ぶ前にトライ」が設け

てあり、学習に関連した身

のまわりの疑問について考

えることからはじめられて

おり、興味をもって学習に

入ることができる。 

・探究の力を活用する「みん

なで探Qクラブ」があり、深

い学びにつなげている。自

由研究にも使えそうであ

る。 

・QRコンテンツが豊富であ

る。 

1年197ヶ所 

2年187ヶ所 

3年203ヶ所 

・各学年の巻末にSDGsと地域と

地域の取組が結びつけられてお

り、学習が深まるように工夫さ

れている。 

・各単元を数字で表すのではな

く、「生命」「地球」「物質」「エ

ネルギー」で分けている。 

・化学分野を学習する前のとこ

ろで、実験器具等のあつかいや

注意すべき点を明確にしてい

る。 

・巻末の探 Q シートは、探究の

過程もわかりやすく、レポート

づくりに必要な内容も理解しや

すい。 

・「深めるラボ」で石州瓦、日本

瓦の原料採掘場(島根県大田市)

の写真掲載(１年 p.72) 

・流紋岩(島根県日御碕)掲載(1

年p.94)。風化した花こう岩の露

頭(1年p.100) 

・日常生活や社会に関連したコ

ラムが節末にあり、理科の有用

性が伝わる工夫がある。（お仕

事ラボ・部活ラボなど） 

・お仕事ラボやお料理ラ

ボは、キャリア教育や他

教科への関連が適切に図

られている。 

・ICT機器活用で、基礎・

基本から応用的な問題ま

でサポートしている。 

・節ごとに「Action活用し

てみよう」配置されてお

り、学んだことで得た知

識・技能を活用できるよ

うになっている。また、生

徒が考えやすいような写

真やイラスト、QRコード

などがあり、思考の手が

かりがある。 

・巻末の探Qシートは、探

究の過程もわかりやす

く、レポートづくりに必

要な内容も理解しやす

い。 

・Action―活用してみよ

うの項目は、学んだこと

をまとめる内容になっ

ており、言語活動の充実

を図る工夫がなされて

いる。 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

音楽（一般） No．１  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｇ 

○写真や図が大きく、解説

が詳しい。また、資料として

の掘り下げが充実してい

る。（2・3年下p.10ほか） 

 

〇日本の伝統音楽に関する

「用語」の説明に紙面を多

く割き、さらに図による説

明を加えることで、理解の

定着を図っている。(2・3年

上p.50) 

 

○「サウンド・オブ・ミュー

ジック」から代表的な楽曲

の楽譜を並記する形で記載

することで、それぞれの特

徴や曲想の違いについて理

解がしやすく、次ページの

「Active-比べてみよう-」

を通じて主体的・対話的で

深い学びへスムーズに繋げ

ることができる。（1年p.14

～16） 

 

○アイコン「比べてみよう」

は関連した題材の比較に効

果的で、学びを深める一助

となる。また、選曲も工夫さ

れている。（2・3年下p.34、

37ほか） 

○「歌うための準備」では、

簡単にできるブレストレー

ニングやストレッチがイラ

ストを交えて紹介してあ

り、実践しやすい。（1年p.

12～13、2年上p.15） 

 

○最終ページが折り畳みの

見開きになっており、取り

上げられている内容につい

て、体系的にまとめられて

いる。（各学年） 

 

○「CMソングをつくろう」では、創作

活動に地域の名物や名所を紹介する

内容を盛り込み、自分の住む町に対

する愛着を深める活動にも繋がって

いる。（2・3年下p.32～33） 

 

○国歌「君が代」では、イベント等で

国歌を歌う様子や、国内各地にある

細石の写真が学年ごとに違ったもの

になっており、より関心を深めるこ

とができる。また、2・3年上では熊野

大社（松江市）にある細石の写真が使

われており、より身近に感じること

ができる。（2・3年上p.87） 

○「Let’s Try!」では、日本の

伝統音楽などを楽しく、疑似的

に体験できるよう工夫されてい

る、（1年p.57ほか） 

 

○発展的学習や家庭学習に役立

つQRコードが多く掲載されてい

る。 

 

○ジャンルや時代を問わず、

多くの名曲が教材として取り

上げられている。 

 

○歌い方の基本について、豊

富なイラストや実践例を用い

て体系的に学べるよう整理さ

れており、発声のメソッドと

して十分に活用することがで

きる。 

 

○「学習MAP」と「学習の進め

方」が分かりやすく整理され

ており、学習の見通しを持た

せやすく、また、振り返りにも

有効である。 

 

Ｈ 

○現行の教科書では2・3年

下に掲載されている「ルー

ルを守って音楽を楽しも

う！」が、1年の教科書にも

掲載されるようになり、著

作権への理解をより早い段

階から深めることができ

る。（1年p.66～67） 

 

○話し合い活動を通じて学

びを深めていく場が多く設

けられている。（1年p.26～

27ほか） 

○創作領域では、紙媒体と

デジタル教科書との親和性

を高めることで、制作の過

程を目と耳で理解する補助

的な役割を果たしている。

（1年p.20～21） 

 

○「リズムゲーム」「リズム

アンサンブル」「リズムチャ

レンジ」では、楽しみながら

楽譜の理解に繋げるための

工夫がされていることに加

え、創作活動への導入をス

ムーズにしている。（1年p.

16～17） 

○歌唱共通教材では、登場

する写真やレイアウトが美

しく、内容の理解を深めた

り、情景のイメージを膨ら

ませたりするために役立っ

ている。（2・3年上p.18～1

9ほか） 

 

○学習に関連して、著名な

演奏家だけでなく、音楽に

関係した芸能人、アニメー

ションなど、現在の流行が

積極的に取り上げられてお

り、興味・関心の喚起に繋げ

ることができる。（1年p.2～

3ほか） 

〇これまでの教科書でも、音楽教育

とSDGsとのかかわりについて触れら

れていたが、今回の改訂では「楽器と

SDGs」についても触れられており、よ

り深く学ぶことができるようになっ

た。（2・3年下p.66～67） 

 

〇各学年で安来節（1年p.62）、石見

神楽（2・3年上p.69）、出雲神楽（2・

3年下 裏表紙）といった島根県の伝

統芸能が取りあげられており、地域

への誇りを持つことに繋げられてい

る。 

○QRコード（学習に役立つコン

テンツがウェブサイトにある）。

発展的学習や家庭学習ができ

る。 

 

○教科書に掲載されている書き

込みを前提としたページはすべ

てPDF化されており、活用が容易

である。 

○イラストは男女のバランス

や外国人の登場など、多様性

への配慮がなされている。（1

年p.17ほか） 

 

○ページの構成、色の使い方、

アイコンなどのバランスが整

っており、見やすい。 

 

○学習指導要領に沿った構成

となっており、学習指導計画

を立てる際や評価規準を考え

る際、参考にすることができ

る。（各学年p.8、9） 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

音楽（器楽合奏） No．１  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｇ 

○楽器の魅力がよく伝わる

ような美しい写真が、体系

的に配置されており、器楽

の教科書で学ぶ全体像が掴

みやすい。（p.2、3） 

 

○リコーダーでは、タンギ

ングの図や奏法のアドバイ

スが丁寧で、表現の工夫に

つながりやすく、ギターで

は、ストローク奏法の比較

がしやすくなるように工夫

されている。（p.10、36） 

○同じ音が続くタンギング

の練習になる「しりとり歌」

など、ねらいに沿った曲が

用いられている（p.11ほ

か）。 

 

○学習する楽器が、管楽器、

弦楽器、打楽器といったカ

テゴリーごとに掲載されて

おり、民族楽器との比較も

しやすい（p.31ほか） 

○アーティキュレーション

の奏法の示し方が、イメー

ジしやすい。（p.20） 

 

○写真が大きく見やすいた

め、技術面のポイントが分

かりやすい。（p.23ほか） 

○課題に応じた選曲が適切であり、

低音、サミング、タンギングなどを身

に付けるとともに、古今東西の名曲

にも触れることができる。 

 

〇教材曲の題名の下に、それぞれの

曲で身に付けたい事柄が短い１文で

表記されており、課題を意識しやす

い。 

○発展的学習や家庭学習に役立

つQRコードが多く掲載されてお

り、プロの演奏を聴くことがで

きる。（p.12ほか） 

 

○「深めてみよう」の内容が発

展的で楽典の要素が強く、より

専門的な内容を学ぶことができ

る。（p.21ほか） 

○楽器が活かされた選曲で、

本物に触れる機会が設定され

ている。 

 

○基礎的・基本的な内容から

難易度の高い発展的なものま

で幅広く教材が用意されてお

り、生徒の実態に応じた学習

内容を選ぶことができる。 

  

Ｈ 

○リコーダー二重奏の副旋

律が音楽的で、主旋律との

アンサンブルをより楽しむ

ことができる。（p.24ほか） 

 

○基本的な奏法のレイアウ

トが工夫されている。特に、

筝の奏法において、親指を

左側、中指・人さし指を右側

にしている配置が効率的

で、見やすい。（p.37） 

○リコーダーの学習が、「L

ESSON」として段階的な構成

となっており、より着実に

奏法を身に付けることがで

きる。（p.14～24） 

 

○小物打楽器について、練

習用の楽譜や奏法のコツな

どの詳しい説明が掲載され

ている。（p.63～67） 

○リコーダーの運指のイラ

ストがシンプルかつ本物に

近づけられており、分かり

やすい。 

 

○ギターの種類の比較や、

筝のいろいろな奏法が一つ

のページにまとめられてお

り、過不足ない説明となっ

ている。（p.27、41） 

○日本の伝統音楽で用いられる楽器

が、一つのページにまとめられてお

り、地域の芸能に結びつけやすい。

（p.59） 

 

〇教材曲の題名の横に、生徒に問い

かける形で学習ポイントが表記され

ており、演奏上の課題を自ら考えて

取り組む機会に繋げることができ

る。（p.14ほか） 

○QRコードが各ページに掲示さ

れており、家庭学習などで活用

できる。 

 

○創作へのつながりがスムーズ

で、発展的な学習ができる。（p.

43） 

○曲の難易度が易しく、スモ

ールステップで学習できる。 

 

○学習指導要領に沿った構成

となっており、学習指導計画

を立てる際や評価規準を考え

る際、参考にすることができ

る。（p.8、9） 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

美 術 No．１  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｄ 

〇ページ数が1年は他社

と同じであるが、2･3年

は127ページと分量が多

い。そのため余白が多く

見やすい印象で書き込

みもしやすい構成にな

っている。 

 

〇光が反射しない紙質

で、色合いが目に優しい

ことと、ページのレイア

ウトが落ち着いた印象

になっていることから

見やすくする工夫がさ

れている。 

〇風神雷神図を入り口

に若冲を紹介しており、

原寸大の部分図で全体

と部分の鑑賞を相互に

可能にしている。(1年p.

26～31)その他の作品で

も作品の全体像と部分

の拡大（原寸大）のペー

ジ構成が分かりやすい。

(2･3年p.26～31) 

 

〇水墨表現を4ページに

わたって扱っており、技

法にも触れていること

から表現につながる紹

介がされている。(2・3年

p.22～25) 

 

〇1年の初めに「スケッ

チブックから広がる」と

して、観察から発想への

アプローチを紹介して

いる。(1年p.10～13) 

〇「作者のことば」やア

イデアスケッチなどが

掲載されており、生徒の

興味･関心をひき表現に

つながる発想が得やす

くなっている。(1年p.1

0) 

 

〇3人のキャラクターが

設定されており、紙面と

QR動画で案内役をして

いることで興味･関心を

ひき考え方の視点を与

えている。(1年p.2～5) 

〇世界遺産について扱った内容

があり石見銀山とつなげて学習

することができる。(2・3年p.1

16～117) 

 

〇生徒が実際に制作している姿

の写真が多く使われており、活

動のイメージや見通しを持ちや

すい工夫がされている。(1年p.

11) 

 

〇「美術の用語」として、美術

の専門用語を中学生に分かりや

すく短い文で紹介・解説してい

る。(1年p.41) 

〇ページ上部に本のマーク

があり、指定されたページ

を参照することで「学びの

資料」と関連付けて発展的

に学ぶことができるように

なっている。(1年p.10) 

 

〇思考ツールなどを紹介

し、自分の内面を掘り下げ

るものや使う人のことを考

えること、社会に役立つと

思うものなど、生徒の発想

を広げる手立てを紹介して

いる。(1年p.43、49、59、

2・3年p.16) 

〇「発想･構想」「知識･技

能」「鑑賞」の学習の目標

に対応した色分けで学習

過程が整理され、題材に

応じて適切な順番に配列

されている。(1年p.10～1

3、18～19) 

 

〇表紙が作品の素材等を

再現した質感となってい

たり、漫画家など、生徒が

興味ある人物を取り上げ

たりすることで興味・関

心をもてるよう工夫され

ている。(1年p.8～9、2・

3年p.2～5、1120～127) 

 

 

  



選  定  に  必  要  な  資  料 

 美 術 No．２ 

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｉ 

〇サイズがA4からA4ワイ

ドとなり紙面に余裕があ

り、情報量も多く、見開き

で鑑賞の参考作品も見や

すくなっている。 

〇ページ数は1年生は69

ページと他社とほぼ同

量。美術1資料「つくって

みよう 見てみよう」35

ページが別冊として3年

間使えるよう工夫されて

いる。 

〇「ポイント」（造形的な

視点）がオレンジで囲ま

れて視点を明示し、生徒

が共通事項の視点から取

り組めるように工夫して

いる。 

〇QRコード「作者のイン

タビュー動画」や「全国の

中学生の作品」が充実し

ている。 

〇中学校で特に学ばせ

たい、国内外の代表的

な作品や作家について

は、特集的ページを設

け見開きや大判で掲載

したり、美術用語につ

いても大きなフォント

で強調したりするなど

のレイアウトの工夫が

されている。 

〇見開きでの構成が授

業の流れを踏まえて

「鑑賞→表現」とつな

がりのある構成になっ

ている。 

〇1年p.36～40風神雷

神の彫刻と屏風を見開

きを広げたり畳んだり

しながら、比較鑑賞で

きるように構成が工夫

されている。 

〇「日本の絵画を楽し

む五つのキーワード」

として和紙で作られた

ページを設け、日本絵

画の特徴を５つに整理

して学習できるよう工

夫されている。(2･3年

p.104) 

 

 

〇表紙裏と巻末に谷川

俊太郎「うつくしい」が

1年～2・3年に印象的な

写真とともに掲載され

ており、生徒に美術につ

いての興味や関心をも

たせることができる。 

〇1年p.4～6「うつくし

い！を探してみよう」で

実際に中学生が撮った

作品と言葉によって興

味・関心を高める工夫が

されている。 

〇「体感ミュージアム」

として、「風神・雷神像」

が見下ろすように感じ

る角度からの撮影、異な

る作者の「風神雷神図屏

風」との比較により、生

徒の興味・関心を引くよ

う工夫されている。(1年

p.36～43) 

〇「今の自分、これから

の自分」で、生徒自身の

言葉を名言風に掲載し、

興味をもって学習に向

かうよう工夫されてい

る。(2･3年p.54～55) 

〇1年生のロゴマークp.51で島

根県立美術館が取り上げられて

いる。また、2・3年巻末p.101日

本の伝統工芸に石見焼も取り上

げられている。同ページに美濃

和紙の卒業証書も紹介があり、

浜田市の中学校でも同様に和紙

の卒業証書であり生活と美術の

関連を意識することができる。 

〇表現において「みんなの工夫」

として中学生の発想・構想が作

者の言葉と写真、QRコードで掲

載されており、少人数の学校で

も多様な考え方を参考にできる

よう工夫されている。(1年p.17) 

〇「日本の伝統工芸」として石

見焼の蓋つき壺が掲載されてお

り、故郷の伝統工芸に誇りを持

もつことやほかの日本の伝統工

芸にも関心をもつよう工夫され

ている。(2･3年p.101) 

〇「表現」の「みんなの工夫」

の発想・構想を支えるページ

が充実しており、発展的学習

につながる（例1年p.31）。 

〇QRコードが充実しており、

（1年p.9タブレット端末やS

DGs解説など、別冊資料）発展

的学習や家庭学習の充実に

つながりやすい。 

〇りんごをもとにした様々

な作品を紹介し、自由に表現

できることを示し、発想の広

がりを促している。(1年p.1

4) 

〇中学校の3年間で学ば

せたいことや重視したい

ことが、大きく取り上げ

られており、生徒にとっ

ても伝わりやすく訴える

力が強くなるように工夫

されている。1年生では基

礎・基本を重視し、2・3年

生では歴史や社会との関

係に視野を広げる等、生

徒の発達段階に配慮した

構成になっている。 

〇一題材を、参考作品の

鑑賞、表現（発想・構想）、

関連作品の鑑賞の順に構

成し、「POINT」で造形的

な視点を示すなど、学習

の過程が工夫されてい

る。(1年p.24～27) 

〇3年間使用のコンパク

トな別冊資料で既習事項

を確認できたり、日本絵

画の鑑賞のポイントを整

理した和紙のページを設

けたりするなど、学習が

深まるよう工夫されてい

る。(2･3年p.27～42) 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

美 術 No．３  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

О 

○各題材名の横に「学び

の目標」が3つの視点（造

形的な視点・技能／発送

構想鑑賞／主体的な取組

のための目標）に絞って

書かれていることで、生

徒も指導者も目的やポイ

ントを明確にできるよう

になっている。 

 

〇紙面レイアウトがゆっ

たりしており、余白もあ

るので目に優しく、情報

を探しやすい。 

○構成について： 

3冊分冊である（1年、2・3年上下）。

それぞれの段階の課題が表紙に副

題で明示されている。 

〇3冊で3年間の構成： 

入学後「美術1」の巻頭で「3年間の

学びを見てみよう」という形で題材

ごとに生徒作品を掲載し、見通しを

もって学習できるように工夫され

ている。卒業前に「2・3下」巻末の

「あなたへ明日への巣立ち」でまと

めている。 

〇幅広い教材の選択： 

常識として知っておきたいレベル

の西洋の古典的な有名作品から現

代アート、話題の漫画などのレベ

ルの資料まで幅広く扱われ、生徒

の美術的な視点を広げることがで

きるような工夫がされている。 

○表現のページは、関連する鑑賞

を取り入れた構成になっている。 

表現の題材に鑑賞を組み合わせて

マークで表示。 

○屏風の鑑賞が掲載してあるペー

ジでは、紙質が少し厚くなってい

て、実際に折ると屏風と同じよう

な形で立体的にして鑑賞できるよ

うになっており、表裏で２作品が

みられる構成となっている。（1

年 p.32～37） 

〇手厚い導入： 

各題材名の下に＜鑑賞の

入口＞で実際に問いかけ

の言葉があり、さらに「学

びの目標」「学びのはじめ

に」のQRコードからの約2

分間動画があり、授業で

も導入に活用しやすい。 

〇充実のQR： 

美術1で101点・上巻46点・

下巻35点。全国の生徒作

品ギャラリーもある。360

度鑑賞で立体作品の鑑賞

も可能である。 

○各巻の2か所に見開き

頁の工夫あり： 

・その頁を利用して、各1

作品の原寸大表示あり。

細部まで鑑賞できるよう

工夫されている。（1年p.

4、2・3上p.26、2・3下p.

25） 

・さらに1年p.24～29は

紙質が厚く、折って立体

的に屏風にして鑑賞でき

るよう工夫されている。 

〇活動中の中学生の写真

も掲載されて親しみが持

てる。 

〇構想や作業活動の手だて： 

「作者の言葉」「表現のヒン

ト」「注意しよう（安全面の

注意喚起）」などの留意点が

マークで示されていて主題を

生み出したり、安全な活動を

したりする主体的な活動のた

めの手だてがある。 

〇「造形的な視点」がマーク

で示されていたりすること

で、「共通事項」を基にした

活動ができる。 

 

〇墨画を 3年間で 2回に分

け、発展的に取り組ませてい

る。 

（1年 p.30・31「墨と水が描

く世界」／2・3 上「筆と水で

多彩に表す」） 

 

〇地域関連教材：2・3 下

p.57「日本の世界文化遺産」

に「石見銀山遺跡」の文字表

記あり。 

〇紙面に「SDGs ゴール」

などの観点がマークで示

されている。 

 

〇諸外国の生徒作品など

も紹介され、国際社会に

も視野を広げ、多様性の

理解につなげられる。 

 

〇著名人のインタビュー

を取り上げることで美術

が社会生活の中で生きて

いることや活躍中のデザ

イナーなどを紹介しキャ

リア教育にもつなげてい

る。 

 

〇下段のページ数の横に

「参照」「道徳との関連」

表示； 

・「参照」では関連題材や

資料のページへ導く役割

あり。 

・他教科との関連にも配

慮されているが、中でも

「道徳との関連」は表記

されているので、生徒に

も意識される。 

○各題材のはじめに「学び

の目標」が3つの視点で生

徒も指導者も目的やポイ

ントを明確にできるよう

になっている。 

 

〇手厚い導入の手だて 

 有効な＜鑑賞の入口＞ 

「学びの目標」「鑑賞の入

口」とQRコードの「学びの

はじめに」 

 

〇充実のQR（数の多さ） 

 

〇各巻1点の原寸大表示 

 

〇「作者の言葉」で作品に

込められた思いにふれ、美

術と人間についての理解を

促すことができる。 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

保健体育 No．１  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ａ 

・文字が大きく読みや

すい。 

・デジタルコンテンツ

で応用するためか、教科

書にイラストが少ない。 

・資料のある位置がど

のページにおいて、決ま

っているため、資料が見

やすい。 

・どの単元も、課題を見

つけるところから、得た

知識を活用し、さらに考

えを広げる流れが決ま

っている。 

・第3学年の保健編の単

元配列が、時期に応じた

配列になっている。 

・デジタル教材(QRコ

ード)や動画、ワーク

シート、3D映像が用意

してあり、生徒が自分

たちで使えるものが

多くある。 

・性の多様性に配慮した文面、内

容にしている（p.36、51） 

・放射線と健康について詳しくま

とめてある→原子力発電所に対

応した学習ができる。 

・自分で操作したり模擬体

験したりできるデジタル教

材が用意されており、理解

を深めることができるよう

工夫されている。 

・デジタル教材がとても

充実しており、これから

の時代の学びに対応して

いる。しかし、教科書の色

使いや文字の大きさ、分

量などには改善の余地が

あると思われる。 

 

Ｂ 

・文字量を減らし、見開

き左側が解説文、右側が

資料(写真・図)となって

おり、学習内容を整理し

やすいよう工夫されて

いる。 

・章の始めに、小学校や

高校で学ぶ内容との関

連を詳しく掲載して、イ

メージを掴みやすく工

夫されている。 

・章で取り扱った重要

な言葉の解説をまとめ

た「学習のまとめ」が分

かりやすく工夫されて

いる。 

・デジタル教材(QRコ

ード)が章でまとめて

1つあり、ワークシー

トやwebテストがで

き、学習を深めたり、

広げたりする工夫が

されている。 

・傷害の防止の学習において、心

肺蘇生法の説明では折込みにし

て一連の流れが分かりやすく工

夫されている。また、実践につい

ても動画で確認することができ、

学習が深めることができるよう

に工夫されている。（p.107） 

・章末に「学びを活かそう」

という記述式のページがあ

り、学んだ内容を活用して

答えるものとなっている。 

・授業の中心となる活動

について、「やってみよ

う」など具体的に示して

あり、学びを深める活動

が分かりやすいよう工夫

されている。 

 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

保健体育 No．２  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｋ 

・体育理論の分野にお

いて、写真やイラストな

どを用いてより具体的

な事例などを紹介し、分

かりやすく工夫されて

いる。 

・本文の内容なシンプ

ルにまとめられている

が、解説、コラム、特集

資料ではとても専門的

で詳しい内容が載って

いる。 

・教科書の章末に知識

を確認する問題が掲載

されており、各観点に沿

った学習の振り返りが

できるように工夫され

ている。 

・本文の量を減らし、表

やイラスト、写真などを

多く載せている。 

・デジタル教材(QRコー

ド)によって、資料の映

像、クイズ、ワークシー

ト、関連リンクが用意し

てあり、生徒の興味関心

を高める工夫がされて

いる。 

 

・副題が導入しやすくするため

に結論付けたものとなってお

り、分かりやすいものとなって

いる。 

・生徒のイラストは国籍や性の

多様性に配慮したものとなって

いる。 

・学習のまとめ(単元おわ

りに知識を活用するもの)

が具体例に即しており、生

徒が実感しやすい内容にな

っている。 

・K社は体育・スポーツ分

野や保健分野で専門的な

書籍を多く出版している

会社である。なのでK社の

教科書はそのノウハウを

余すことなく詰め込んで

あり、保健・体育分野に興

味のある生徒にとっては

とても興味関心を引きつ

けるものとなっていると

思われる。 

 

Ｐ 

・効果的な導入から、課

題の解決につなげ、最終

的には学習の理解度や

進度、取り組み度合いを

確かめるものとなって

いる 

・内容がコンパクトに

まとめてあり、分かりや

すい文章で理解しやす

い。 

・UDフォントを利用し

ているだけでなく、色合

いやイラストがみやす

い。 

・ウェルビーイングの

実現に向けた課題設定

をしている。 

・文章が分かりやすく

コンパクトにまとめら

れ、それを補うようにイ

ラスト、表、解説が各ペ

ージ右に配置されてお

り、教科書を読むことで

理解が深まる構成にな

っている。 

・QRコードでは、ワーク

シート、単元に関連する

外部リンクが用意して

あり、学習を深めたり、

広げたりする工夫がさ

れている。 

・写真ではなく、意図的

にイラストを多くして

いると思われる。それ

は、写真だと生徒によっ

ては不快感を感じる生

徒がいるかもしれない

という配慮だと思われ

る。 

・様々な学びの特性に対応する

ため、わかりやすい言葉を多く

選んでいる。 

・保健分野では、教科の特性上、

病気が進行している臓器の写真

など載せることが多いと思われ

るが、左記のような理由から写

真を使用せずにポイントを押さ

えつつも不快感を与えないイラ

ストを使用している。 

・外部リンクにつなげるこ

とで、発展的学習につなげ

られるよう工夫されてい

る。 

・P社はこれからの学びの

変化に対応し、デジタル

教材を充実させている。

一方で教科書を読んで理

解していくことも大切だ

と考え、デジタル教材で

視覚的、体験的に学びつ

つも、教科書を見て、読ん

でじっくり思考を巡らせ

ていくことも大切だと考

えていると思われる。 

 



 

選  定  に  必  要  な  資  料 

技術・家庭（技術） No．１  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ａ 

○ガイダンスでは、技術

の見方・考え方を働かせ

て問題解決に取り組む

ことが示されているの

で、教科のねらいを理解

しやすい。 

○内容A～Dのすべてに

問題解決のプロセスが

示されているので、どの

段階を学習しているの

かがわかりやすい。 

〇基礎技能を確認でき

る「Tech Lab」が問題解

決学習の前に示してあ

るので、製作･制作や作

業等に取り組みやすい。 

〇特に内容A、Cの導入で

は、身近な製品を取りあ

げているので、実感をも

って理解しやすい。(p.2

8～29等) 

○各内容の終末に「すご

いぞ技術」として最先端

技術と開発者等が紹介

されているので、技術に

込められた人の思いに

気づき、興味・関心を高

めやすい。(p.86等) 

○無料で利用できる動

画や思考ツール等のQR

コンテンツが豊富に準

備してあるので、興味・

関心を高めやすい。 

〇内容A～Dのすべての問題解決

例において、解決に向けた道筋

が見えやすい構成になっている

ので、学習の進め方をイメージ

しやすい。(p.72～73等) 

○特に内容Aの「Tech Lab」にお

いて、該当する材料をアイコン

として示しているので、どの加

工方法で行えばよいのかわかり

やすい。(p.42等) 

○各内容の終末に「学習の

まとめ」が設けられており、

これまで学んできたことを

生かして考えを深める工夫

がされているので、どのよ

うな資質･能力が身につい

たか確認しやすい。(p.85

等) 

○巻末に「プログラミング

手帳」として様々なプログ

ラム例を示してあるので、

発展的な学習に関心を持ち

やすい。(p.284～288) 

〇SDGs、STEAM、Society5.

0等、技術分野の学習と結

びつきが深いキーワード

を取り上げているので、

持続可能な社会づくりを

意識しやすい。(p.10､④

等) 

〇ユニバーサルデザイン

フォントの採用と合わせ

て、ふりがなを付してい

るので、読みやすい。 

 

Ｃ 

○冒頭に小学校の学習

内容との関連が示して

あるので、中学校から始

まる技術分野へのつな

がりを理解しやすい。

(p.②) 

○ガイダンスでは、立場

の違いや見方・考え方に

ついて示されているの

で、問題解決学習の具体

的イメージを持ちやす

い。(p.2～12) 

○問題解決の導入とし

て「プチ問題解決にチャ

レンジ」を紹介し、その

後に複数の事例を取り

上げているので、身近な

問題を発見しやすい。

(p.38～41､54～63等) 

 

〇「夢をかなえる技術」 

として章立てしてある

ので、最新の技術に対し

て興味・関心を高めやす

い。(p.246～249) 

○巻末に各内容の工夫

された設計（育成）・計

画シートが準備されて

いるので、主体的に学習

に取り組みやすい。(巻

末) 

 

〇各内容の製作や実習の前に

「実習の安全な進め方を知ろ

う」が見開きページで示してあ

るので、確認しやすい。(p.34～

35等) 

○SDGsや知的財産など今日的な

課題に関わる記述にはマークが

つけてあるので、課題を意識し

やすい。(p.107､186等) 

 

○巻末に「先輩からのメッ

セージ」が載せてあるので、

技術分野で学んだことと上

級学校等の選択をつなげて

考えるきっかけになりやす

い。(p.250～251) 

○各内容の終末に「まとめ」

が設けられており、当ては

まる言葉を答える問いが示

されているので、用語につ

いて理解を深めやすい。(p.

69等) 

○別冊「スキルアシスト」

に、製作や実習の基本事

項や発展的な内容が示し

てあり、持ち運びしやす

いので、安全な作業の手

順やポイントを理解しや

すい。(別冊) 

○ユニバーサルデザイン

フォントで、どのページ

も文字が大きく配置さ

れ、紙面構成が統一され

ている。また、大切な用語

は文字色を変える工夫が

なされている。  



選  定  に  必  要  な  資  料 

技術・家庭（技術） No．２  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｄ 

〇ガイダンスではイラ

ストや豊富な写真、具体

的な例を挙げながら示

されているので、学習や

問題解決のながれがわ

かりやすい。(p.8～24) 

〇特に内容Ａでは、豊富

な情報が本文や表中に

盛り込んであるので、多

くの知識をもとに学習

を進めていくことがで

きる。(p.32､33等) 

〇見開きページの中央

に本文、その周囲に図や

写真を配置しているの

で、全体を俯瞰しながら

学習に取り組みやすい。

〇内容A～Dのすべての

学習において、問題解決

の手順が見開きページ

構成で横に流れていく

ように示してあるので、

ながれを理解しやすい。

(p.62～63等) 

〇巻頭で「ひみつ道具は

実現している？」がある

ので、漫画を通して興

味・関心を高めやすい。

〇各内容の終末に、関連

する業界従事者への「in

terview」に関する記載

があり、興味・関心を高

めやすくなっている。

(p.104等) 

 

〇内容A～Dのすべての学習の始

めに、身近な製品等を例に「社

会からの要求」、「安全性」、

「経済性」、「環境負荷」につ

いて解説しているので、技術の

見方･考え方に気づきやすい。

(p.28～29等)  

〇特に内容Aの構想場面で、スケ

ッチ例を複数示しているので、

具体的な作業をイメージしなが

ら取り組みやすい。(p.55) 

○各内容の終末に、「学習

のまとめ」がテスト形式で

設けられているので、復習

と定着が図られるように工

夫されている。(p.102等) 

〇各内容の「技術と私たち

の未来」に、「やってみよ

う」として複数の視点が示

してあるので、調べ学習や

話し合いを活発に行いやす

い。(p.101等) 

〇これまで学んできた問

題解決の手順や取組をま

とめて示してあるので、

技術分野の出口である統

合的な問題の解決への接

続をスムーズにしてい

る。(p.286～289) 

〇インクルーシブの観点

から、単語が途中で改行

されないような工夫がさ

れているので、読みやす

い。 

 

 

  



選  定  に  必  要  な  資  料 

技術・家庭（家庭） No．１  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ａ 

○ルビが振ってある
文字が多い。 
○単元ごとに「まと
め」があり、用語が整
理されているので、
確認しやすい。 
○文字量と余白の分
量が適度で見やす
い。 
○掲載資料がより見
やすくなっている。 

○問題解決的な学習
の方法、手順（プロセ
ス）がチャート化さ
れているのでイメー
ジしやすい。 
○導入から基本の学
習、発展、まとめまで
の活動の流れが統一
していて見通しが持
ちやすい。 
○学習の流れに沿っ
て構成されているの
で理解しやすい。 
○デジタルコンテン
ツの使用方法があ
る。 
○食品衛生に関し
て、わかりやすい図
で詳しく説明がされ
ていて理解しやす
い。 
○高齢者との関わり
方は介助例が具体的
である。 

○導入の課題提示が
生活に即している。 
○QRコードのデジタ
ルコンテンツが増え
ている。 
○実習に関する資料
の情報が多く掲載さ
れている。 
○生活メモの欄があ
り生徒が興味を持て
る。 
○随所に写真が資料
として活用されてい
る。 

○特に島根県というわけで
はないが、日本各地の食文
化や伝統の織物等にふれて
いたり、地域の気候を意識
した住居写真などが示され
たりしている。 
○島根県の築地松やしじみ
汁などの地域の特色が示さ
れている。 
○巻頭ページに実習や人と
の関わり等について安全面
などをわかりやすく掲示し
ている。 
○調理実習の実習例が豊富
である。 
○調理の加熱機器（IHクッ
キング等）の使い方の説明
が丁寧である。 
○基礎技能の定着のための
写真やイラスト、QRコンテ
ンツが豊富である。 

○「生活に生かそう」で
は家庭学習につなげら
れるように課題を提示
している。○実践レポー
トの具体例が多く取り
上げられている。 
○「学習のまとめ」は生
徒が家庭で学習しやす
い構成になっている。 
○QRコンテンツが家庭
学習にも利用できる。 

○ルビが多く振って
あるため、多様な生徒
へ配慮があり読みや
すい。 
○カラーユニバーサ
ルデザインの配色を
取り入れてあり、視覚
的に見やすい。 
○内容が、ガイダン
ス、A「家族・家庭生活」
の一部、B「衣食住の生
活」、C「消費生活・環
境」a「家族・家庭生活」
順で構成されている。 
〇「生活に生かそう」
では家庭学習につなげ
られるように課題を提
示している。実践レポ
ートの具体例が多く取
り上げられており、生
徒が家庭で学習しやす
い構成になっている。 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

技術・家庭（家庭） No．２  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｃ 

○学習指導要領に提示され

た項目ごとに内容が配列さ

れている。 

○紙質が丈夫であり、文字

が濃く見やすい。 

○QRコードの説明が提示し

てあり、利用しやすい。 

○写真が多く掲載されてい

て、図の比較も多い。 

○キーワードが示されてい

て、学習に取り組みやすい。 

○資料が豊富で詳しく掲載

されている。 

○重要な語句の説明が丁寧

にされている。 

○生徒に馴染みのあるキャ

ラクターやアニメなどを利

用している。 

○自立度チェックがあり、

自分のことを振り返って学

習に取り組みやすい。 

○QRコードがページに掲載

されているので、動画を見

て理解を深めることができ

る。 

○学習シールが巻末にあり、

教科書で確認作業ができる。 

○献立作成ソフトがあり栄

養計算が簡単にできる。 

○地震などの自然災害に関する内容

が掲載されている。 

○特に島根県というわけではない

が、日本各地の食文化にふれていた

り、「せんぱいに聞こう」といったコ

ーナーが示されていたりする。住ま

いに関しては、出雲地方の住まいが

写真資料として載っている。 

○ワークシートの記入例が詳細

に書かれている。 

○「先輩に聞こう」の内容が掲

載されており、キャリア教育に

つなげることができる。 

○「やってみよう」「調べてみ

よう」では地域の素材について

調べることを提示していて、既

存の学習内容をさらに発展させ

て学習する内容になっている。 

○QRコードが掲載されているた

め自学自習に取り組みやすい。 

○QRコードのコンテンツにつ

いて入力保存ができて活用し

やすい。 

○家族関係について様々なコ

ミュニケーションツールを掲

載している。また家族の関係

図を掲載するなど、家族・家庭

生活に力を入れた内容になっ

ている。 

 

Ｄ 

○学習指導要領に提示され

た項目ごとに内容が配列さ

れている。 

○「先輩からのエール」とい

ったコーナーに、将来に向

けての一助になるようなコ

メントが載せてある。多様

な意見の習得に繋がってい

る。 

○ガイダンスのページ数が

多く充実している。 

○レイアウトに区切りが付

けられており見やすい。 

○実験や科学的な内容も取

り上げている。 

○高齢者との関わりでは中

学生との関わりについて詳

しく示されている。 

○生活の課題と実践におい

て生徒が興味や疑問に思っ

たことを考えさせる構成に

なっている。具体例も豊富で

ある。 

○QRコードがページに掲載

されているので、幅広く活

用できる。 

○写真が大きくて多く取り

入れられている。 

○実物大の大きさで載って

いるので、イメージしやす

い。 

○最新の情報が掲載されて

おり生徒の興味をひきやす

い。 

○各ページにキーワードに

なるような写真がページ端

に載っているので、興味を

持ちやすい。 

○SDGsとの関連が詳しく掲載されて

いて、グローバルな視点を持ちやす

い。 

○他教科との関連性が明記されてい

る。 

○防災関連の内容が豊富である。 

○特に島根というわけではないが、

日本各地の食文化にふれていて、各

地域の写真が資料として多く使用さ

れている。住まいに関しては、出雲地

方の住まいが写真資料として載って

いる。 

○消費生活では無人決済店舗につい

て具体的に掲載されている。 

○様々な地域の取り組み例が掲載さ

れている。 

○幅広い世代の（中学生や一般の人

などの）声が掲載されている。中学

生、先輩からの声、地域の取り組みな

どが掲載されている。 

○学習の最初に具体的な質問が

あり、自分の生活を振り返って

学習しやすい。 

○QRコードが掲載されているの

で、自学自習に取り組みやすい。

動画で示されているので、調理

などは取り組みやすい。 

○実践例が具体的で生徒が課題

を発展的に取り組んでいきやす

いようになっている。 

○各内容、実物大の写真が掲

載されていて、生徒がより身

近に感じられるような工夫が

されている 

○多様な生徒に対応できるよ

う配慮されている。（左利きな

どを含めて） 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

英 語 No．１ 

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ａ 

◯語数が各ページ1年生

約60～80語、2年生約80～

120語、3年生約100～300

語というように、段階的

に英文の量や活動の種類

が増えている。また、小

学校の既習語630語、中学

校約1700語の計約2300語

のうち、発信語彙が800語

に厳選され、繰り返し提

示することで定着を促し

ている。 

◯各Unitの始めに「GOAL」

が明示されており、Unit

の終わりには「CHECK」で

目標に対する振り返りを

することができる。 

◯1年生のUnit5からRead

 and Thinkが加わり、ま

とまった分量の英文を読

む力や考える力、表現す

る力がつくことをねらい

としている。また3年生

のRead and ThinkにRead

ing Tips（英語を読むコ

ツ）があり、読むときの

理解を助けている。 

○Unitの始めはPreview

から始まり、次にPart1,2

で短めの本文で重要文法

を学び、Read and Think

でまとまった量の文を読

む構成となっている。 

◯2年生、3年生のUnitの

表紙には単元を貫く「問

い」があり、Unitの終わり

にはその「問い」に対する

自分の考えを書く場面が

設定されている。 

◯2、3年ではRead and 

Thinkの本文についてRou

nd①概要・大意をつかむ、

Round②詳細をおさえる、

Round③表現につなげる

の3段階の読み方で英文

を読む力の育成を図るよ

う工夫されている。 

○基本文の練習問題とし

ての「Practice」では、3

問目が自己表現問題とな

っている。 

◯道案内やレストラン、

電話でのやりとりなど、

実生活に即した場面や状

況で、即興的なやりとり

を行う活動がある。 

◯Unitの最初に写真や絵

が提示されており、題材

内容への興味・関心が高

まるようになっている。 

◯全学年とも、Unitの最

初の映像資料（Preview）

によって、学習する文法

事項を使用する目的や状

況の中でイメージしやす

くなっている。 

◯本文の中にメールや携

帯電話を使っての会話が

あり、実際の使用場面に

近い設定の内容がある。 

○各学年の巻末に

「Expressions List」が

あり、Small Talk をす

る際に有効な表現を練習

することができる。 

○QR コンテンツには用

例辞典、思考ツール、

Activity Sheet、デジタ

ルマップなどがあり、表

現活動をサポートしてい

る。 

◯1年1学期の各UnitにSounds an

d Lettersを掲載し、小学校で学

習した単語を用いて「音と文字」

のルールを学び、定着させるとと

もに、自分の力で読み書きのでき

るコツを身に付けることができ

るよう工夫されている。 

◯環境問題、絶滅危惧種、貧困の

問題、災害などの国際的な課題を

取り上げ、視野を広げることにつ

なげている。 

○アニメやラーメンなど日本独

自の文化、ユニバーサルデザイ

ン、伝統文化、防災への取り組み

など、身近な暮らしや社会とも関

連が深い内容が題材として取り

上げられている。 

◯各学年の巻頭に、「学び方コー

ナー」があり、主体的な学びを支

える工夫がされている。 

 

◯実生活に即して、場面や状

況、目的にあわせたコミュニ

ケーション能力を伸ばすこ

とができるよう、Real Life

 English という活動が設定

されている。内容は直前のUn

itと関連したものになって

いるものもある。 

◯食物連鎖やロボット、SDG

sなどを英語で学ぶページが

あり、他教科と関連づけて学

習を深められるよう工夫し

てある。また、異文化理解や

人権、平和への取り組みな

ど、道徳との関連が深い題材

が取り上げられている。 

◯各学年の巻頭に「学び方コ

ーナー」があり、生徒が自ら

学習を進めることができる

ようになっている。 

◯QRコードを読み取ること

で、本文の音声や映像など複

数のデジタル教材につなが

ることができ、学校や家庭で

音声を活用した学習を行う

ことができる。また、本文の

音読回数をチェックする欄

があり、音読を促している。 

◯単元のまとまりを重視

したUnitの流れになって

おり、スモールステップで

確かな英語力を育成する

ことをねらっている。 

○小学校英語の基礎の定

着を丁寧にフォローして

おり、文法配列に系統性を

持たせ、Unitは聞く→話す

→読む→書くというよう

に漆塗りの活動で小中の

接続を図っている。 

○Unitで学習してきたこ

とを統合した言語活動を

してStage Activityがあ

り、カナダからのビデオレ

ターの内容をふまえて、相

手意識をもって発信活動

をおこなうことができる。

また、多様な文化や価値観

への気づきを促す「ダイバ

ーシティメモ」や、SDGsを

自分事として考える題材

が豊富である。 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

英 語 No．２  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｄ 

○小学校の既習語606

語、中学校1644語を掲載

しており、そのうち約7

90語を重要な語と示し

ている。重要語は太字で

書かれているため、メリ

ハリのある効果的な学

習ができる。 

○1年生の初めは音声を

中心に、単語や音、英文

の語順など小学校での

既習英語を復習しなが

ら段階的に中学校への

学習へつながるよう工

夫されている。また教科

書に書き込みができる

ようになっている。 

○文構造・文法事項が各

単元の始めのScenesで

マンガ形式で導入され

ており、言語使用場面と

学習内容がイメージし

やすくなっている。 

○1つの単元（Program）

はScenes,Part1, Part

2, Part3, Review and 

Retell, Actionから成

り立っており、知識・技

能を身に着けた後、思考

力・判断力・表現力を働

かせ、最後は既習事項で

自己表現する流れで構

成されている。またペー

ジ右下にはGoalが示さ

れてあり、何を目的に学

習しているのかが可視

化されている。 

○Power-Upでは、電話や

買い物など、リアルな場

面設定で、4技能の能力

を伸ばす活動が設定さ

れている。 

○毎時間の帯活動とし

て活用できるSmall Tal

kがページの下にあり、

即興で話す力を鍛える

と同時に、既習事項の定

着を図ることができる。 

○各単元のとびらに新

出表現を学ぶと何がで

きるようになるのかと

いう目標を簡潔にマン

ガで示している。 

○弁当、睡眠、ラーメン

など生徒にとって身近

な題材を使用している。 

○絵や、写真が多く、興

味を引きつけたり、理解

を助けたりしている。 

○Coffee Breakが新設

され、通常課では扱えな

い英語表現や異文化情

報が深掘りされており、

英語に苦手意識のある

生徒も楽しく読めるペ

ージとなっている。 

○いくつかのProgramの

後には「英語早わかり」

があり、QRコードでの動

画解説などを視聴して、

その単元の文法のポイ

ントを確認することが

できる。 

○1年生で基本的なフォニック

スを学び、これからの英語の発

音に抵抗が少なくなる配慮がな

されている。 

○日本文化はもちろん、諸外国

の日本とは異なる状況（ケニア

での通学について、オーストラ

リアの世界遺産、季節、フィン

ランド、カナダの自然など）に

触れており、世界に視野を広げ、

また英語を通して日本を学ぶこ

とができる題材が選ばれてい

る。 

○学期末のまとめの活動として

Our Project があり、ふだんの

学習が各学年の最終目標へとつ

ながるようになっている。ま

た、学期末のパフォーマンステ

ストにもつなげることができ

る。 

○QRコンテンツには単語の

発音や意味の理解ができる

「単語アプリ」や新出事項

が確認できる「英語早わか

り」動画があり、自分に合

ったタイミング・ペースで

学習することができる。 

○音読の回数をチェックす

る欄があり、練習を促して

いる。 

○1年巻末資料にアクショ

ンカードがついており、ア

クティビティに活用するこ

とができる。 

○入試への「読む量の確保」

として、2年生以降はReadi

ngの課が、3年生ではFurth

er Readingでさらに長い分

量の英文が用意されてい

る。 

○Word Box を設けて、語

彙を補充し、表現活動をス

ムーズにしている。 

○SDGs と関連した題材が

あり、教科横断的な学びが

できる題材がある。 

○基礎・基本が確実に定

着するような内容になっ

ている。 

○目標が明記されてお

り、学習の手順もわかり

やすく、見通しをもって

学習できるようになって

いる。また、スモールステ

ップで学年の目標を達成

できるOur Projectがあ

り、3年間の目標が明確に

なっている。巻末のCAN-D

Oリストでは各Programで

の目標を確認することが

できる。 

○豊富なQRコンテンツが

用意されており、生徒が

自ら学べるよう工夫され

ている。 

○日本文化、キャリア教

育、科学技術、異文化理

解、スポーツ、国際協力、

共生、健康など、豊かな感

性を育むための題材が取

り上げられている。 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

英 語 No．３  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｆ 

○各学年とも分量は標

準時数に対して適切で

ある。 

○第1学年の最初は「St

arter」として小学校で

既習の内容を楽しく復

習できる単元が設定さ

れており、小学校からの

接続がスムーズに行え

る工夫がなされている。 

〇lessonの導入部分で

は、日常生活の中で、基

本文を用いる場面設定

がしてあり、「生きた外

国語」として英語を学習

する導入となっている。 

 

 

○第1学年前半は、聞く

→話す→読む→書くの

構成で1”Lesson”が構成

されており、4技能をバ

ランスよく向上させる

工夫が見られる。 

〇第1学年後半から第2、

3学年は、 

①テーマの導入（話す・

聞く、教材への興味） 

②基本文の導入、整理

（言語知識） 

③Exercise（話す・聞く、

言語知識・思考判断表

現） 

④本文（聞く・読む） 

⑤本文概要理解・整理

（思考判断表現） 

⑥自己表現（思考判断表

現） 

で1lessonが構成されて

おり、4技能、そして身に

着けたい力がスムーズ

にかつバランスよく向

上するよう工夫されて

いる。またレッスン全体

を通して言語活動の設

定が充実している。 

◯全体に淡いカラーで

余白もあり、すっきりと

見やすく構成されてい

る。 

〇内容が難しくなりが

ちな第3学年の本文やRe

ading Partにも絵や写

真資料がふんだんに使

われており、生徒の興味

関心を保つ工夫がなさ

れている。また長い文も

パート毎に分けてあり、

圧迫感を感じない工夫

がされている。 

〇lessonの題材として、

漫画、アニメ、音楽、写

真など中学生の興味関

心の高いものが取り入

れられ、自らすすんで英

語で発信したくなるよ

うに工夫されている。 

○2年My Dreamなど、自

分の生き方を前向きに

とらえることのできる

題材が選ばれている。 

〇後置修飾など文法説

明のページは図解で分

かりやすく示されてい

る。また使用場面がマン

ガで示されおり、生徒の

興味をひきつつ理解し

やすい工夫がなされて

いる。 

◯外国語を使用する場面設定と

して、「自分のこと」「日本の

こと」「日常のこと」「文化の

こと」が全体を通して意識され、

ふんだんに配置されている。日

本文化を発信する力をつけるよ

うな題材が取り入れられてい

る。 

◯「今日的な課題」としては、

環境問題、多様性、国際理解な

どが取り上げられている。ただ

「知る」だけに留まらず、考え

て自分の意見を発表する、課題

追求につながる活動が設定され

ている。 

〇Projectでは、調査結果をラン

キングにして伝えたり、観光マ

ップを作成して発表したり、CM

を作ったりと、相手意識をもっ

たプレゼンテーションを英語で

行う活動が設定されており、自

己実現の過程において英語をど

う生かしていくかという、キャ

リア教育の側面も担うような単

元設定の工夫がある。 

◯QRコードを読み取ると、

音声だけでなくアニメーシ

ョンを見ることもでき、場

面理解を英語でできるよう

に工夫されている。 

〇デジタルコンテンツで

は、学習者が基本文の発話

を録音・判定される機能が

あり、正しい発音習得のた

めの自学が可能である。 

〇デジタルコンテンツの単

語練習機能では、「覚えた

単語」と「まだ覚えていな

い単語」に分けて記憶され

るため、効率よく繰り返し

学習ができる。 

◯For Self-studyとして、

教科書の外でも英語に触れ

る機会を具体的に紹介して

おり、生徒の環境や興味に

応じて、英語の世界を広げ

ることのできる例が紹介さ

れている。 

◯付録に様々な既習事項が

丁寧にまとめて配置されて

おり、家庭での学習に、教

科書を使用しやすいように

工夫されている。 

◯外国語活動からのつな

がりを意識した入門期か

ら将来を見据えた卒業ま

で段階を追った構成にな

っている。 

◯3年間を通して、環境問

題、車イスバスケット、私

の夢、世界遺産、落語など

幅広い題材について触れ

ることができる。それら

の題材を通して聞くこ

と、話すこと（やりとり、

発表）、読むこと、書くこ

とに興味をもって、バラ

ンスよく学習することが

できる。 

◯Projectの単元では、相

手意識や聞き手意識をも

って資料や原稿を作成し

たり、プレゼンをしたり

する力が身につくような

テーマが設定されてい

る。またインタラクショ

ンなどが活発に行えるよ

うな工夫がされている。 

 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

英 語 No．４  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｇ 

◯各学年とも分量は標

準時数に対して適切で

ある。 

○第1学年の最初にSpri

ngboardが設定してあ

り、音と文字をつなげる

活動や、小学校での既習

内容の復習など、小中の

接続が丁寧に行われる

よう工夫がなされてい

る。 lesson1、2は、マ

ンガのレイアウトにし

てあり、本文内容を理解

しやすい工夫がある。 

〇教科書全体を通して、

4技能のどの項目を扱う

のかピクトグラムで示

されており、学習者に分

かりやすい配慮がなさ

れている。 

◯Lessonごとに、読む、

聞く、話す、書く活動が

バランスよく配置され

ている。 

〇各part末に配置され

ているThink & Try で

は、他人の会話をロール

プレイする中で、他人に

なりきって意見を言う

場面が設定してあり、多

面的・多角的に物事を考

えるような工夫がされ

ている。 

〇Projectでは、「Ideas

 for change」や「The B

est Product Ever」な

ど、現代の課題を踏まえ

て未来のことを考え発

表する活動が設定され

ている。思考ツールもふ

んだんに取り入れられ、

英語で思考する力が身

につく工夫がなされて

いる。 

◯Tipsでは、4技能につ

いて、例えば「会話をつ

なげたい」や、「アイデ

アをまとめたい」など、

英語学習中に生徒が困

り感をもちやすい場面

でどうすれば良いかと

いうことが示されてお

り、学習者への配慮が感

じられる。 

◯絵や写真に加えて、グ

ラフや思考ツールの提

示も多く、自分の考えを

まとめて発信すること

を念頭に置いたレイア

ウトの工夫がある。 

◯各Lessonで、実在の有

名人やスポーツ選手な

どの資料がふんだんに

扱われており、題材内容

への興味・関心が高まる

ように工夫されている。 

◯紙面上の英語表記の割合が多

く、指示や内容理解の質問も英

語で行われており、英語を英語

で学ぶ意識と、英語に慣れさせ

たいという意識が感じられる紙

面構成になっている。 

◯教科書本文の、音読練習の回

数をチェックして書き込んでい

くことができるようになってい

る。 

◯3年間を通して、環境問題、ス

ポーツ界で活躍する人々、平和

について考えるなど、様々なテ

ーマが取り上げられており、そ

れぞれのテーマについて自分な

りに考えを深めていくことがで

きる。 

◯学習者用デジタルコンテ

ンツでは、従来の使い方は

もちろん、発話や発音がチ

ェックできる機能が追加さ

れており、「話すこと」の

自学自習にも対応されてい

る。 

◯巻末のCan-Do自己チェッ

クリストでは、学年の到達

度目標を自己評価して書き

込むことができるようにな

っており、自分ができてい

ないところの確認がしやす

くなっている。 

◯2単元ごとに既習の内容

をQ＆A形式でまとめて復習

することができるActivity

 Plusが設定されており、学

習者が自学しやすい工夫が

されている。 

◯日本文化や異文化理解

の一助となる題材とし

て、読み物や挿絵や、魅力

的な写真が随所に盛り込

んであり、多様な文化に

接しながら、学習を進め

る工夫がなされている。 

◯事前の到達目標の提示

やレッスン後の文法事項

の復習など、見通しを持

って学習に取り組むこと

ができる。 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

英 語 No．５  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｉ 

◯各学年とも分量は標

準時数に対して適切で

ある。 

◯1年では自分、日常生

活のこと、2年では自分

の町や地域、日本文化

等、3年では社会的な問

題等を扱い、各学年の発

達段階や興味・関心に配

慮した内容となってい

る。 

◯各Unitの題材・文法構

造・目標等の一覧が巻頭

に掲載され、見通しをも

って学習を進めていく

ことができるように工

夫されている。 

◯Unit の扉で本文全体

の大筋をつかみ、Part

のページ左側ストーリ

ーと右側の活動で「使

用場面」「働き」がイ

ンプットからアウトプ

ットにつながる構成に

なっている。 

〇各学年の Unit の目標

つけたい力が明記して

ありポイントが分かり

やすい。 

◯読み物は楽しい内容

のものや、生き方につ

いて考えさせられるも

のなどバラエティに富

んでいる。 

◯Active Grammarでは、

語順を意識した文法説

明がなされており、色な

どを効果的に使用して、

生徒の主体的な学習の

手助けになる工夫がさ

れている。 

◯題材と自分をつなげ

て、即興的に考えを伝え

る力が身につけられる

ように、About YouでSma

ll TalkやWritingのト

ピックが随所にある。 

◯人物に感情移入をし

やすくするイラストや、

魅力的な写真を用いた

り、言葉のやり取りを、

親しみのある読みやす

い設定で読み取ること

ができるような工夫が

なされたりしており、興

味・関心が高まりやす

い。 

◯生徒の身近な話題から、体験

したこと、環境問題等様々な題

材が取り入れられており、自分

はどう考え、伝えるべきか考え

ることができる。 

◯Let’s Be Friends!では小学

校外国語での学習を考慮した内

容となっており、小学校から中

学校へスムーズに学習がつなげ

られるように工夫されている。 

◯英語の学び方ガイドで

は、生徒の学習に対する素

直な質問に対して、自分に

合った学習方法を見つけら

れるよう、いくつか例を挙

げて示してあり、学習して

いくために役立つコツを段

階に合わせて取り入れてい

る。 

◯Story Retellingでは、イ

ラストとキーワードをもと

に、今まで学習したことを

自分の言葉で伝えることが

できる工夫がされている。 

◯Let’s Talkでは、生徒の

身近な興味関心のある内容

について、その場でやり取

りをすることができる工夫

がされている。 

◯QRコードの添付がされて

いる。家庭にコードを読み

取る環境が整っていれば、

本文や発音練習を家庭で正

しく行うことができる。 

◯小学校から中学校への

つながりを意識した入門

期から、将来を見据えた

卒業まで段階を追った構

成になっている。 

◯学校生活や社会的な課

題を取り上げたり、生徒

の心を揺さぶる話題を取

り上げたりして、学習を

通して人としての成長を

促す内容となっている。 

◯自己発信型のコミュニ

ケーションができるよう

な教材が多く取り入れら

れ、複数の技能をバラン

スよく育成することがで

きる構成となっている。 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

英 語 No．６  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｌ 

◯各学年とも分量は標

準時数に対して適切で

ある。 

◯生徒の発達段階に即

した内容が取り入れら

れている。 

〇2年生からは各Unitの

最後に設置されている

 Read/Listen&Thinkが

あり、題材にはPartで学

んだTargetが含まれ、流

れの中で理解を深めら

れるようになっており、

目的意識をもちながら

「読む」「書く」「聞く

「話す」活動をすること

ができるようになって

いる。 

◯ペア活動やグループ

活動が数多く設定され

ており、意見や考えを伝

え合うことで学びを深

められるようになって

いる。 

◯全Unitとも「読む」→

「聞く」→「話す（やり

とり、発表）」→「話す

（やりとり、発表）」・

「書く」という一連の流

れになっており、学習の

流れがつかみやすくな

るよう工夫されている。 

◯各学年で2、3回、それ

までの技能をあわせた

活動Projectに取り組む

ことで力を伸ばすこと

ができるよう工夫され

ている。 

◯各PartのExpress You

rselfでは目的・場面・状

況に応じて自己表現活

動することができる。 

◯1年生の教科書では、L

et’s Start という、小

学校の学習内容のふり

かえりを行う単元が設

定されており、スムーズ

に中学校の学習へと接

続できるようになって

いる。 

◯Unitの最初に内容に

関する写真とQRコード

により、学習への興味・

関心が高まる音声を聞

くことができる。 

〇Let’s Talkでは実生

活に即したリアルな場

面や状況に応じて即興

的なやり取りを身につ

けることができる。 

〇Let’s Writeでは日常

的、社会的な話題につい

て書くためのスキルを

分かりやすく身につけ

ることができる。 

◯話す活動に役立つ単

語や表現が、巻末のWord

 Boxに示してある。 

 

◯異文化理解や防災、共生など

身近な社会課題が題材として扱

われている。 

◯伝統文化や環境、キャリアが

題材として取り上げられてお

り、3年生では自分の住む町を紹

介する活動や日本の伝統文化を

紹介する活動が設定されてい

る。 

◯各学年に文法事項についてま

とめられた「Targetのまとめ」

があり、生徒が自学自習で復習

しやすくなっている。 

 

◯様々な人物の生き方や平

和などが題材となってお

り、道徳との関連も図れる

内容となっている。 

◯QRコードにより、本文の

音声や映像など複数のデジ

タル教材につながることが

でき、学校だけでなく、家

庭でも音声を確認できる。

PartのTarget（新出文構造）

の解説動画で復習すること

ができる。 

◯日本や世界で起こって

いることや、グローバル

な問題や地域の課題が題

材として取り上げられて

おり、生徒たちが自分の

こととして考えたり発信

したりしやすくなるよう

工夫されている。 

◯各Unitの前半にある「P

art」の部分は語数が多す

ぎないようになってお

り、学習内容を用いた

様々な活動に取り組む時

間が確保しやすくなるも

のと思われる。 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

道 徳 No．１  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ａ 

○付録を含めて35時間

以上の教材が記載され

ている。小学校教材も記

載されている。 

○定番教材が、よりイメ

ージしやすい挿絵とと

もに復活している。 

○紙面と動画が関連した教材が

あり、文章を読むことに困難さ

がある生徒も授業に参加しやす

い。 

○グラフや書き込み部分が多く

設定されており、さまざまな学

び方が可能となっている。 

○全学年で、いじめや生命に加

え、情報モラルやSDGｓ、多様性

について考えるユニットがあ

り、それぞれ重点的に学習でき

るようになっている。 

○生徒が親しみやすい

著名人が題材にされて

いる。 

○イラストや漫画が多

く、生徒が関心をもちや

すいように工夫されて

いる。 

○内容が複雑な教材に

は、四コマ漫画が収録さ

れているなど、理解を助

ける手立てがある。 

○全学年に防災道徳の内容があ

り、命を守ることの大切さを学

ぶことができる。 

 

○QRコードが教材に記載さ

れており、これまで以上に

学びが広がる工夫がされて

いる。 

○全学年「プラス」が掲載

されており、さまざまなタ

イミングで活用をすること

ができる。 

○補助資料が豊富であ

り、文章と視覚的資料の

バランスが良い。 

○各教材の最後に「考え

よう」「自分を見つめよ

う」が設定されており、教

材の内容と実生活の両面

から深く考えられるよう

に工夫されている。 

○「心情円」が巻末に付録としてついており、言葉で気持ちを伝えることが難しい生徒にも、自分の考えを表現できる機会が設定さ

れている。  ○AB判サイズを採用  ○ユニバーサルデザインを採用。  ○色覚特性への配慮がされている。 

Ｇ 

○全学年の巻頭ページ

で、オリエンテーション

や授業の流れについて

示され、授業のイメージ

がもちやすくなってい

る。 

○人権課題、生命、持続可

能な社会についてユニッ

トが構成されており、テ

ーマにそって重点的に学

習することができる。 

○全学年、年度末に「より

よく生きる」ことについ

て考えるページや「１年

間の道徳科で学んだこ

と」の一覧があり、ふりか

えりが充実している。 

○文字だけでなく、漫画

や絵本、グラフなどが組

み合わされた教材が多

く、生徒が興味・関心を

もちやすい。 

○教科書に実際に書き

込むページが豊富で、自

分の考えをもちやすい。 

○人権課題や特別支援教育への

配慮が充実しており、すべての

生徒がともに学べるように配慮

されている。 

○QRコードがすべての教材

に記載されており、これま

で以上に学びが広がる工夫

がされている。 

○文章と視覚的資料のバ

ランスが良い。 

○各教材の最後の「学び

の道しるべ」では、発問や

QRコードが記載され、ね

らいに迫ったり、より幅

広い学びにつなげたりす

ることができる。 

○ユニバーサルデザインを採用   ○B5判サイズを採用 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

道 徳 No．２  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｉ 

○34時間分の教材が内

容項目のバランスを考

えて配列されている。 

〇全学年で、いじめ問題や生命

の尊さ、情報モラル、防災、キ

ャリア教育、世界の中の日本を

意識してについて重点的に学習

できるようになっている。 

〇いくつかの教材が関わりなが

らテーマに向かって考えられる

ように、ユニットが構成してあ

る。 

〇「問い」が教科書のさ

まざまところに盛り込

まれており、生徒が自ら

考えていくことを促し

ている。 

〇ヨシタケシンスケ作・

絵の「コラム」が掲載さ

れており、生徒が関心を

もって道徳的価値につ

いて考えることができ

る。 

○日本の各地域にゆかりのある

文化や人物が掲載されており、

生徒が身近な地域の良さを考え

るきっかけとなっている。 

○QRコードを読み取って教

材に関する写真や動画等を

視聴し、授業や家庭で活用

できる。 

〇「つなげよう」では、学

んだ価値について発展的に

考える質問や教材等が紹介

されている。 

〇文章やイラスト、漫画、

差し込み資料など全体的

なバランスが良い。 

〇各教材の最後の「見方

を変えて」「考えよう」で

は、ねらいに迫ることが

できる。 

○ユニバーサルデザインを採用   ○B5判を採用   

О 

〇35時間分の教材が内

容項目やテーマのバラ

ンスを考えて配列され

ている。 

〇定番教材が豊富であ

る。 

〇ユニット「いじめと向

き合う」が、いじめの起

きやすい時期に、学年に

応じて複数設定されて

いる。 

〇ユニット「よりよい社

会を考える」が、各学年

に複数設置され、SDGsに

関する資料も豊富であ

る。 

〇時代を切りひらいて

きた先人たち、「いま」

を生きる人たちとして、

生徒が興味・関心をもち

やすい人物が取り上げ

られている。 

〇「あすへのメッセー

ジ」で、教材に登場する

人物からの言葉がコラ

ムとなっている。また、

補足資料「視野を広げ

て」も充実している。 

〇「自分らしく生きる」とはど

ういうことか考える教材で、井

手上漠さんが取り上げられてい

る。 

〇QRコードからさまざまな

コンテンツが活用できる。 

〇「考えてみよう」はねら

いに迫る問いが、「自分に

プラスワン」はさらに考

えを深める問いが設定さ

れている。 

〇別冊「道徳ノート」は発

問に対する考えと、振り

返りの記入ができるよう

になっている。 

〇UDフォント 

 



選  定  に  必  要  な  資  料 

道 徳 No．３  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｐ 

○35時間分の教材が内

容項目やテーマのバラ

ンスを考えて配列され

ている。 

○全学年の巻頭ページ

で、道徳科で学ぶことや

授業の流れについて示

されており、授業のイメ

ージをもちやすくなっ

ている。 

○登場人物が複数いる

場合は、教科書下部に照

会があり、理解しやすい

ように工夫されている。 

○キャリア、多様性、SD

Gsについてユニット学

習が構成されており、テ

ーマにそって重点的に

学習することができる。 

○今話題の漫画の場面

が取り上げられていて、

生徒が興味・関心をもち

やすい。 

○絵や写真が多いので、

より場面や様子が想像

しやすく、生徒が興味・

関心をもちやすい。 

○大田市の中学校が作成に携わ

った教材「金色の稲穂」が掲載

され、地域の教材を生かして考

えを深めることができる。 

 

○「クローズアップ」では、

教材に関する情報のみなら

ず、他国の文化など多様な

内容が記載されており、視

野を広げることができる。 

○QRコードを読み取って教

材に関する写真や動画等を

視聴し、授業や家庭で活用

できる。 

○各教材の最後の「考え

よう」では、発問が２つ用

意され、ねらいに迫るこ

とができる。 

○「文章と視覚的資料の

バランスが良い。 

○ユニバーサルデザインを採用   ○AB判サイズを採用   

Ｓ 

○35時間分の教材が内

容項目のバランスを考

えて配列されている。 

○全体的にシンプルな

色使いとなっている。 

○読み物資料が充実し

ていて、じっくり教材に

向き合うことができる。 

○キャリア、情報モラル

についてユニット学習

が構成されており、テー

マにそって重点的に学

習することができる。 

○生徒が親しみやすい

著名人が題材にされて

いる。 

○日本の各地域にゆかりのある

文化や人物が掲載されており、

生徒が身近な地域の良さを考え

るきっかけとなっている。 

○QRコードを読み取って教

材に関する写真や動画等を

視聴し、授業や家庭で活用

できる。 

○「マイ・プラス」「Thi

nking」が設定されてお

り、教材の内容と実生活

の両面から深く考えられ

るように工夫されてい

る。 

○教材の最後に必ず「自

分との対話」が設定され

ていることで、自分に問

い返す時間をもちやす

い。 

○ユニバーサルデザインを採用   ○B5判を採用    



選  定  に  必  要  な  資  料 
道 徳 No．４  

記 

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 総   括 

(感性をはぐくむ要素を含む） 1.内容、程度、分量等 2.教材の選択や構成等 3.興味・関心への工夫等 4.教科の特性、地域の実態等への適合 5.発展的学習、家庭学習の工夫 

Ｔ 

○情報モラル、ジェン

ダー、キャリア形成な

ど、現代的な課題を丁

寧にとりあげている。 

○先人の生き方、考え

方を知る教材もあり、

幅広い世代から学ぶこ

とができる教材となっ

ている。 

○教材の配列が、項目ごと

にまとまっていて、価値項

目が意識しやすい。 

○ウェルビーイングカード

を活用することで、生徒の

考えを引き出しやすいよう

に工夫されている。 

○政治、スポーツ、文化な

どさまざまな分野の著名人

が掲載されており、生徒が

興味・関心をもちやすい。 

○「マダム・バタフライ」で

は島根にゆかりのある森英

恵さんが扱われており、親し

みをもちやすい。 

○QRコードを読み取っ

て教材に関する写真や

動画等を視聴し、授業や

家庭で活用できる。 

○各教材の最後に「考え

よう」「深めよう」が設定

されており、教材の内容

と実生活の両面から深く

考えられるように工夫さ

れている。 

○AB判を採用 

 


